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10/4㊏ START10/4㊏ START10/4㊏ START
名大生協では年間約80万枚のレジ袋を使用しています。
緑区のモデル事業と三重大学での実践もふまえ、 

レジ袋有料化の取り組みに参加します。
レジ袋削減にむけてみなさまのご理解とご協力をお願い致します。

緑区のレジ袋お断り率 約88％

名古屋大学消費生活協同組合

三重大生協のレジ袋お断り率 約90％以上
有料化したレジ袋代金（5円を予定）は、 希望者に配付する

マイバッグ作成の費用など環境にかかわる分野にあてる予定です。

No..No..

名古屋市のレジ袋
有料化にあわせて
名古屋市のレジ袋
有料化にあわせて名大生協も有料化

名古屋市からの要請を受け名大生協でも
レジ袋有料化を先月からスタートしています。
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主　
張

　

10
月
４
日
か
ら
名
古
屋
大
学
生

協
で
も
レ
ジ
袋
の
有
料
化
が
始
ま

り
ま
し
た
。
07
年
度
緑
区
を
モ
デ

ル
地
区
と
し
て
有
料
を
実
施
し
、

削
減
率
が
約
９
割
を
受
け
て
２
年

ほ
ど
前
倒
し
し
て
東
部
７
区(
千

種
、
名
東
、
昭
和
、
瑞
穂
、
天
白
、

南)

が
08
年
10
月
か
ら
一
斉
に
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
21
年
４
月

か
ら
西
部
８
区
で
も
始
ま
り
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
な

ど
５
４
７
店
舗
、
先
行
の
緑
区
と

合
わ
せ
る
と
６
３
５
店
舗
に
な
り

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
め
い
き
ん
生

協
や
区
に
属
す
る
大
学
生
協
も
名

古
屋
市
と
協
定
を
結
ん
で
の
実
施

で
す
。
残
念
な
が
ら
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
は
マ
イ
バ
ッ
ク
を
持

参
す
る
客
が
少
な
い
、
ロ
ス(

万

引
き)

が
多
い
な
ど
の
理
由
で
加

わ
り
ま
せ
ん
で
し
た(

一
部
例
外

が
あ
り
ま
す)

。

　

名
古
屋
大
学
生
協
で
も
全
店
舗

で
10
月
４
日(

土)

か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
豊
田
講
堂
を
あ
し
ら
っ

た
マ
イ
バ
ッ
ク
を
５
千
枚
用
意
し
、

次
の
週
の
半
ば
ま
で
に
は
配
り
終

わ
り
ま
し
た
。
も
ら
え
な
か
っ
た

組
合
員
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
他
の
代
用
品
を

使
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

　

月
末
に
大
き
な
物
品
の
公
費
購

入
時
に
入
れ
る
た
め
の
マ
イ
バ
ッ

ク
が
千
枚
ほ
ど
で
き
ま
し
た
の
で
、

順
次
物
品
購
入
時
に
お
渡
し
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
有
料
の

レ
ジ
袋
代
金
に
つ
い
て
は
激
減
も

レ
ジ
袋
の
有
料
化
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〜
お
買
い
物
袋
の
持
参
を
習
慣

づ
け
ま
し
ょ
う

予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
レ
ジ

袋
売
上
代
金
は
環
境
の
取
り
組
み

に
使
う
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

　

先
進
的
に
行
っ
て
い
る
生
協
と

し
て
は
三
重
大
学
生
協
、
京
都
大

学
生
協
が
削
減
率
９
割
以
上
で
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
活
動
に
よ
っ
て
学
生
さ
ん
た
ち

の
意
識
の
向
上
に
繋
が
り
、
も
っ

と
も
っ
と
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
活
動
が

盛
ん
に
な
れ
ば
い
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
す
る

次
第
で
す
。

 月 日  　  事 　 　  項  　 　 　 　 場 　 所 　

10 月 2 日（木） 東海地域センター教職委員会 菱信ビル 4 階会議室
　　  6 日（月） 10 月度常任理事会 ゆ〜どん
　　12 日（日） Peace Now !　交流会 東海会館
　　16 日（木） 第５回生協総代・組合員懇談会 グリーンサロン東山
　　20 日 ( 月 ) 10 月度理事会 フレンドリィ南部
　　21 日 ( 火 ) 生協で取り組んでいる平和活動報告会 フレンドリィ南部
　　23 日 ( 木 ) PeaceMovie「HOTEL RWANDA」 組合書記局
　　25-26 日 ワイン造りとそば打ち体験ツアー 山梨県
　　27 日（月） 東海地域センター教職委員会 菱信ビル 4 階会議室
　　29 日 ( 水 ) 教職員委員会 IB カフェ
　　30 日 ( 木 ) 東海地域センター地域部会 東海会館

教職員委員会活動日誌（2008 年 7 〜 9 月）
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PeaceMovie「蟹工船」

日時：12月18日（木）
　　　18時～
会場：工学部２号館
　　　北棟３階３３２号室
　　　職員組合会議室
軽食代：300円
主催：平和憲章委員会

次回の作品は「早咲きの花」
2月 19日の予定です。

解説
昭和初年にかかれた小林多喜二の原作を俳優から転出の山村聡が第一回の脚色・監督にあたった。

撮影監督・音楽はそれぞれ「ひろしま」の宮島義勇、伊福部昭。監督山村聡自身、森雅之、日高澄子、

中原「村八分」、河野秋武などの他、現代プロ、前進座、東京映画俳優協会、劇団東芸、少年俳優ク

ラブのメンバーが出演、これに千葉県勝山の網元平田末喜三が大役に特別出演している。

あらすじ
昭和初年のある春。折からの大不況にあぶれた鉱夫、農夫、労働者上りの雑夫たちを乗せた蟹工船

博光丸は、ベーリング海の漁場めざして函館港を後にした。連日吹きすさぶ嵐に船酔いし、不潔な

生活から続出する病人たちに、蟹工船の浅こと監督の浅川を中心とする幹部らはむりやり作業を強

制する。浅川の冷酷さは SOS を打ちつづける僚船をも漁場に急ぐため無視し、カムサッカの漁場で

は突風警報をおかして川崎船を操業させ、多数の遭難者を出した。連日の酷使についに倒れた「学

生上り」は偽病人としてボイラーに縛りあげられ、反抗した雑夫平太は撲殺された。低下の一途を

辿る生産高にあせったた浅川は、拳銃で漁夫らの反抗をおさえ、ソ連領海への侵入を企てる。その

上、過労で病死した青年の体を、すげなくつめたい海に沈めた無情さに、漸く怒り心頭に発した漁

夫たちは、ついに就業を拒んだ。代表たちは監督に要求書をつきつけ、拳銃で威脅しようとする彼を、

叩きのめした。が、翌朝、浅川らの連絡で駈けつけた駆逐艦「初風」から、武装した一隊の水兵が

工船に乗りうつり、暴動代表者の拘引をはじめる。彼らを奪還しようと騒ぐ漁夫たちは、包囲した

水兵らの銃弾に次々、のけぞり倒れた。
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第 21回音としゃべりの金曜サロン
ホ ッ ト・ ジ ャ ズ ラ イ ブ at 師 走

日時：12月5日（金）18時～
会場：レストラン花の木
参加費：3,000円（夕食＋ワイン付き）
　　　　　　　　　　　　　　　完全予約制
　今回の「音としゃべりの金曜サロン」はトランペットプレイヤー長瀬良治wuth Dirty 
Old Men のジャズライブを開催します。ゲストにヴォーカリスト渋谷みちるを迎えて豊か
に伸びのあるハスキーがかった声で観客を気持ちの良い優雅な世界に引き込みます。　　
組合員であればどなたでも参加できます。たくさんの組合員の方のご参加をお待ちしてお
ります。家族・友人との参加も可能です。ライブならではの演奏とトークそして美味しい
食事をとりながら一緒に楽しみましょう。
申込みは：http://kyoshoku.coop.nagoya-u.ac.jp/application.html

長瀬良治 with D.O.M（Dirth Old Men） 
ゲスト渋谷みちる

長瀬良治 (trumpet)

多湖一博 (base) 宇土俊隆 (piano)

マッスグ・ローチ (drums)

渋谷みちる (vocal)
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生協りんごの産地見学
日　程：2008年11月22日（土曜日）

行き先：F エースりんご園（長野県松川町）

参加費用：大人1,000円、小人500円
　　　　　　（往復交通費、保険料、温泉入浴料込み）
集合場所：名古屋大学博物館前9時集合

募集人員：10名
　めいきん生協産消提携Ｆエース農園のりんごの産地を見学します。「産消提携」とは、
めいきん生協が、「健康な食生活」「食の安全と安心」「食糧自給率の向上」などをめざし、
進めている取り組みです。産消提携の「産」は生産者、「消」は消費者のこと。「健康
に配慮し、新鮮で、安全で、おいしい産物を」と願う消費者 ( 組合員 ) と、その願い
に応え、生協が定めた農産物の品質基準「栽培自慢」を取得した生産者がお互い交流し、
品質向上、安定供給を目指しています。省農薬で安心安全なりんごの生産の苦労話な
ど生産者と交流もいたします。帰りに立ち寄る松川町内の温泉「清流苑」の露天風呂
も楽しみです。家族そろっての参加も歓迎いたします。

問い合わせ先 :kyoshoku-c@coop.nagoya-u.ac.jp
参加申込：http://kyoshoku.coop.nagoya-u.ac.jp/application.html

生協りんごの予約注文を受け付けています

　教職員委員会では、Ｆエースりんごの生産者との長年の交流において、形が悪かっ
たり、少し傷があったりして市場に出せないＢ級品の買い取り手に困っていた時に、
それを買い取って、生協まつりで組合員の皆様に安価で美味しいりんごを提供してき
ました。生協まつりを開催しなくなってからは、予約注文という形で B級品 10kg 箱
入り（24 個程度の無選別だから大きさはまちまち）を 2,400 円で提供しています。
利益は赤ちょうちんの収益とあわせて「ユニセフ」に募金いたしております。贈答用
には向きませんが、家庭で食べるにはとても安くなっていますのでおすすめです。
　ご注文は上の問い合わせアドレスにメールにてご注文ください。配達は 12月 10
日以降になる予定です。注文締切は、12 月 5日（金）となります。お問い合わせ、
ご注文をお待ちしております。
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ひ
さ
び
さ
に
、
ほ
ん
と
う
に
久
々

に
、
本
の
原
稿
に
と
り
か
か
っ
た
。

夏
休
み
に
盆
を
は
さ
ん
だ
十
日
間
だ

け
、
本
の
原
稿
書
き
に
取
り
組
ん
だ
。

集
中
力
が
落
ち
、
内
容
は
ま
と
ま
ら

ず
、
最
後
の
十
日
目
に
目
次
を
作
成

し
て
一
段
落
さ
せ
た
。
一
応
の
骨
格

の
目
処
は
た
っ
た
。
し
か
し
、
原
稿

に
取
り
か
か
っ
た
の
は
そ
れ
き
り
で

あ
る
。
秋
の
授
業
が
九
月
の
十
八
日

か
ら
は
じ
ま
っ
た
。
後
期
は
週
六
コ

マ
も
あ
る
。
も
う
予
習
で
手
が
い
っ

ぱ
い
で
あ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
予
習

が
追
い
つ
か
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。

　

４
月
の
１
日
に
、
愛
知
大
学
の
新

入
職
員
の
研
修
会
が
あ
っ
た
。
事
務

職
員
と
一
緒
で
し
か
も
三
好
、
車
道

と
合
同
で
全
部
で
十
人
ほ
ど
で
あ
る
。

大
学
へ
の
帰
属
意
識
を
感
じ
た
。

　

そ
の
日
は
朝
一
番
に
、
私
の
所
属

す
る
こ
と
に
な
っ
た
国
際
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
の
新
入
生
と
の
対

面
式
も
あ
っ
た
。
片
道
ほ
ぼ
二
時
間

か
か
る
の
で
、
前
日
は
豊
橋
に
一
泊

し
た
。
宿
泊
費
は
自
前
で
あ
る
。

　

そ
の
後
の
数
日
を
利
用
し
て
、
名

古
屋
大
学
の
研
究
室
か
ら
愛
大
の
研

究
室
に
引
っ
越
し
を
完
了
さ
せ
た
。

こ
の
話
は
ま
た
の
ち
ほ
ど
に
。

　

今
年
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
開
花
が

や
や
遅
れ
、
愛
大
の
豊
橋
キ
ャ
ン
パ

ス
に
移
っ
て
か
ら
も
し
ば
ら
く
花
を

愛
で
る
こ
と
が
で
き
た
。
六
時
を
過

ぎ
る
と
暗
く
な
り
、
帰
り
の
時
間
が

気
に
な
る
。
研
究
室
を
出
て
、
豊
橋

鉄
道
の
停
留
場
に
向
か
う
。
大
学
の

門
の
す
ぐ
脇
で
あ
る
。
門
に
散
り
始

め
た
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
ピ
ン
ク
の
花

が
覆
う
。
門
と
花
の
隙
間
に
口
の
開

き
か
か
っ
た
よ
う
な
三
日
月
が
見
え

た
。
妖
し
気
な
美
し
さ
を
感
じ
た
。

　

そ
の
後
、
ラ
イ
ラ
ッ
ク
が
咲
き
、

ア
ヤ
メ
、
カ
キ
ツ
バ
タ
、
花
菖
蒲
の

順
に
花
が
咲
い
た
。
シ
イ
の
黄
色
い

花
が
東
三
河
の
丘
陵
の
森
林
を
覆
っ

た
の
は
そ
れ
か
ら
で
あ
る
。

　

名
鉄
の
快
速
特
急
に
乗
っ
て
い
る

時
間
は
ほ
ぼ
四
十
五
分
で
あ
る
。
神

宮
前
か
ら
乗
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に

着
き
、
本
は
ほ
と
ん
ど
読
め
な
い
。

市
街
地
を
過
ぎ
る
と
、
田
ん
ぼ
や
畑

が
目
に
入
り
、
岡
崎
を
過
ぎ
る
当
た

り
か
ら
、
丘
陵
地
帯
に
さ
し
か
か
る
。

春
は
萌
黄
色
の
新
葉
が
展
開
す
る
。

や
が
て
新
緑
に
な
り
、
葉
が
深
い
緑

色
に
変
わ
る
と
、
丘
陵
全
体
が
シ
イ

の
黄
色
い
花
で
覆
わ
れ
る
。

　

豊
橋
の
愛
知
大
学
は
こ
じ
ん
ま
り

し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
大
き
な
樹
木

が
校
舎
を
取
り
巻
い
て
い
る
。
電
車

を
降
り
て
校
門
を
く
ぐ
る
と
、
右
手

に
哲
学
の
森
と
称
す
る
深
い
木
立
が

あ
る
。
私
の
研
究
室
は
中
央
・
東
よ

り
の
五
号
館
に
あ
り
、
す
ぐ
隣
が
情

報
メ
デ
イ
ア
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
て
い

る
。
頻
繁
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
。

講
義
棟
を
は
さ
ん
で
、
南
側
の
六
号

館
に
講
師
控
え
室
が
あ
る
。
私
は
大

人
数
の
講
義
を
抱
え
て
お
り
、
講
師

控
え
室
ま
で
マ
イ
ク
を
取
り
に
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
受
付
の
お
嬢

さ
ん
は
若
く
て
綺
麗
だ
。
講
義
に
慣

れ
る
ま
で
、
彼
女
に
何
度
講
義
室
に

足
を
運
ん
で
貰
っ
た
た
こ
と
か
。
前

期
は
研
究
室
の
整
理
が
な
か
な
か
進

ま
ず
、
自
分
の
部
屋
で
お
茶
が
飲
め

な
い
の
を
い
い
こ
と
に
、
お
茶
や
コ
ー

ヒ
ー
を
飲
み
に
、
講
義
控
え
室
に
頻

繁
に
出
入
り
し
た
。

　

こ
の
六
号
館
の
隣
に
、
本
部
の
建

物
が
建
っ
て
い
る
。
本
部
の
斜
め
向

か
い
に
は
、
経
済
学
部
・
文
学
部
の

研
究
棟
が
あ
り
、
そ
の
一
階
に
は
研

究
支
援
課
が
あ
る
。
研
究
費
の
使
い

方
が
分
か
る
ま
で
、
毎
日
の
よ
う
に

通
っ
た
。
生
協
は
本
部
と
は
反
対
側

の
東
手
に
あ
る
。
図
書
館
は
中
央
に

あ
り
、
五
号
館
か
ら
も
近
い
。
予
習

の
資
料
を
調
べ
る
の
に
と
て
も
便
利

で
あ
る
。
私
は
毎
日
こ
れ
ら
の
建
物

を
巡
り
歩
き
な
が
ら
、
花
見
を
し
た
。

五
月
に
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
ち
こ

ち
で
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
の
白
い
花
を
見

か
け
た
。

　

図
書
館
わ
き
の
樹
林
は
鬱
蒼
と
し

て
お
り
、
そ
の
林
縁
に
は
、
今
ホ
ト

ト
ギ
ス
が
咲
い
て
い
る
。

　

今
日
は
十
月
十
五
日
、
日
が
暮
れ

る
の
が
早
く
な
っ
た
。
薄
暗
い
キ
ャ

ン
パ
ス
に
、
か
す
か
に
キ
ン
モ
ク
セ

イ
の
残
り
香
が
漂
う
。
研
究
室
を
出

る
と
、
小
雨
が
ち
ら
つ
き
薄
ら
寒
い

東
三
河
だ
よ
り
│
そ
の
１
│

愛
知
大
学
に
て

広
木
詔
三　
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言

魔

名

乗

り

字

　

名
前
に
使
う
漢
字
の
読
み
方
に

は
普
通
に
は
使
わ
な
い
読
み
方
が

あ
る
。
最
近
は
、
名
前
の
付
け
方

も
随
分
変
わ
っ
て
き
た
が
、
伝
統

的
な
名
前
に
も
実
に
種
々
の
使
い

方
が
あ
る
。

　

言
語
学
者
の
上
田
万
年
さ
ん
、

﹁
ま
ん
ね
ん
﹂
で
通
じ
る
け
れ
ど
も
、

本
名
は
﹁
か
ず
と
し
﹂
だ
と
い
う
。

﹁
万
﹂
は
﹁
数
﹂
だ
か
ら
そ
う
読
む

と
い
う
わ
け
で
あ
る
。﹁
か
ず
お
﹂

と
い
う
読
み
方
の
字
に
は
、
和
夫
、

一
雄
、
和
男
、
一
生
、
一
夫
、
和
生
、

和
雄
、
一
男
、
一
郎
、
数
夫
、
数
男
、

和
郎
、
稼
頭
央
と
い
う
の
が
、
ワ
ー

プ
ロ
の
辞
書
で
出
て
く
る
。﹁
か
ず
﹂

は
﹁
一
﹂
か
﹁
和
﹂﹁
数
﹂
で
あ
る(

﹁
稼

頭
央
﹂
は
別)

。﹁
一
﹂
は
ま
さ
に

﹁
数
﹂、﹁
和
﹂
を
﹁
か
ず
﹂
と
読
む

の
は
、﹁
か
て
て
加
え
て
﹂
な
ど
と

い
う
慣
用
句
に
残
っ
て
い
る
動
詞

の
﹁
か
つ
﹂
の
連
用
形
で
、﹁
和
え

物
﹂
の
﹁
あ
え
﹂
と
同
じ
く
混
ぜ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
、

う
る
さ
い
こ
と
を
言
え
ば
、
仮
名

遣
い
は
﹁
か
づ
﹂
で
な
い
と
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

ワ
ー
プ
ロ
辞
書
で
は
こ
ん
な
も
の

だ
が
、﹁
一
﹂
の
部
分
は
数
字
な
ら
何

で
も
い
い
訳
だ
。
現
に
﹁
三
夫
﹂
で

も
﹁
か
ず
お
﹂
さ
ん
が
い
る
。

　

面
識
は
全
く
な
い
が
、
実
在
の
方

だ
か
ら
、
差
し
障
り
が
あ
っ
た
ら
ご

容
赦
い
た
だ
き
た
い
が
、
我
々
が
中

学
・
高
校
の
頃
に
は
、
高
校
入
試
の

合
格
者
ま
で
も
、
新
聞
に
名
前
が
発

表
さ
れ
た
。
時
代
が
変
わ
る
と
こ
う

も
物
事
に
対
す
る
考
え
方
が
違
う
の

か
と
思
う
。
今
で
は
、
個
人
情
報
保

護
と
か
何
と
か
言
っ
て
、
合
格
者
の

名
前
を
新
聞
に
発
表
す
る
な
ど
と
は

以
て
の
外
と
言
う
こ
と
に
な
っ
て
き

て
い
る
。
話
が
逸
れ
た
が
、
そ
の
高

校
合
格
者
の
中
に
﹁
紀
元
二
千
六
百

年
﹂
と
い
う
名
前
が
あ
っ
た
。
何
と

読
む
の
か
当
初
は
分
か
ら
な
か
っ
た

が
、記
憶
に
だ
け
は
残
っ
た
。
今
で
も
、

そ
の
方
に
あ
っ
て
確
か
め
た
わ
け
で

は
な
い
が
、﹁
紀
元(

こ
れ
は
﹁
き
も
と
﹂

ま
た
は
﹁
き
の
も
と
﹂
と
読
む
の
だ

ろ
う)

か
ず
と
し
﹂
と
読
む
の
に
違
い

な
い
と
思
っ
て
い
る
。
私
と
同
年
の

生
ま
れ
の
筈
だ
か
ら
、
１
９
４
０
年

の
生
ま
れ
、
こ
の
年
は
、
皇
紀
で
丁

度
日
本
の
紀
元
二
千
六
百
年
に
当
た

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
年
に

立
て
ら
れ
た
記
念
碑
が
今
で
も
そ
こ

こ
こ
に
み
ら
れ
る
。
そ
れ
で
、
ち
ょ

う
ど
﹁
紀
元
﹂
と
い
う
苗
字
の
方
が

こ
う
い
う
名
前
を
付
け
ら
れ
た
の
だ

ろ
う
と
推
測
す
る
。

　

人
名
索
引
を
作
る
仕
事
に
加
わ
っ

た
こ
と
が
あ
る
が
、
予
想
通
り
読
め

な
い
名
前
が
一
杯
出
て
き
た
。
以
前
、

読
め
な
い
の
は
大
抵
﹁
よ
し
﹂
と
読

ん
で
お
け
ば
い
い
と
聞
い
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
確
か
に
実
に
多
く
の﹁
よ
し
﹂

が
あ
る
。
そ
の
時
浅
学
の
私
は
﹁
高

橋
至
時
﹂
と
い
う
よ
う
な
有
名
な
人

の
名
前
す
ら
読
め
な
か
っ
た
。
そ
の

場
に
い
た
先
輩
達
も
知
ら
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
、
以
前
の
教
え
を
思
い
出
し

﹁
よ
し
と
き
﹂
と
当
て
ず
っ
ぽ
う
に
読

み
を
付
け
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
当

た
り
だ
っ
た
。
平
安
貴
族
の
女
性
に

も
何
と
も
読
め
な
い
名
前
の
人
が
多

い
が
、
こ
の
伝
で
行
け
ば
大
抵
は
﹁
よ

し
こ
﹂
さ
ん
で
い
い
の
か
も
知
れ
な

い
。
名
前
に
﹁
よ
し
﹂
と
つ
け
る
の

は
日
本
人
に
限
ら
ぬ
よ
う
で
、
多
く

の
留
学
生
に
自
分
の
名
前
の
意
味
を

聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、﹁
よ
い
﹂

と
い
う
意
味
の
も
の
が
多
か
っ
た
の

で
も
知
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
普
通
に
使
わ
れ
て
い

る
読
み
方
で
、
何
故
そ
う
読

む
の
か
、
未
だ
に
き
ち
ん
と

説
明
で
き
な
い
物
が
沢
山
あ

る
。
そ
う
い
う
字
を
名
前
に
持
つ
方

に
聞
い
て
み
て
も
な
か
な
か
要
領
を

得
な
い
。
そ
う
い
う
の
を
書
い
て
、

ご
存
じ
の
方
の
お
教
え
を
乞
い
た
い

と
思
う
。

　

﹁
頼
朝
﹂
の
﹁
朝
﹂
は
何
故
﹁
と

も
﹂
と
読
む
の
だ
ろ
う
か
。﹁
朝
子
﹂

と
か
い
て
﹁
あ
さ
こ
﹂
さ
ん
も
い
る

が
﹁
と
も
こ
﹂
さ
ん
も
い
る
。﹁
と
も
﹂

と
は
ど
う
い
う
意
味
な
の
か
、﹁
知
﹂

や
﹁
智
﹂
も
と
も
と
読
む
が
共
通
す

る
の
か
、﹁
朝
﹂
は
政
治
に
関
わ
る

意
味
が
多
い
が
、﹁
友
﹂
に
関
係
す

る
の
か
。
ま
た
﹁
朝
﹂
は
、
名
乗
り

字
と
し
て
は
﹁
か
た
﹂﹁
と
き
﹂﹁
の

り
﹂
な
ど
と
も
読
ま
れ
る
。﹁
と
き
﹂

は
﹁
時
﹂
で
分
か
り
や
す
い
が
、
後

は
や
は
り
難
問
。

　

ま
た
、﹁
家
光
﹂
の
﹁
光
﹂、
な
ぜ

﹁
み
つ
﹂
な
の
か
、﹁
光
﹂
は
名
乗
り

と
し
て
色
々
の
読
み
方
が
あ
る
。﹁
て

る
、
あ
き
ら
、
ひ
か
る
﹂
は
よ
く
分

か
る
。﹁
あ
り
、
か
ぬ
、
か
ね
、
ひ
こ
﹂

は
わ
か
り
に
く
い
。﹁
み
つ
﹂
は
﹁
光
、

充
也
﹂
と
あ
る
か
ら
、﹁
満
ち
る
﹂

意
味
で
出
て
き
た
の
か
と
、
何
と
か

分
か
り
か
け
て
き
た
。

　

名
乗
り
字
の
読
み
の
由
来
の
探
索

は
面
白
い
テ
ー
マ
だ
。　
　
　

︵
Ｔ
︶
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魔

言

　

﹁
犬
が
西
向
き
ゃ
、
尾
は
東
﹂
と

い
う
の
に
対
し
て
、
そ
う
じ
ゃ
な

い
、﹁
犬
が
西
向
き
ゃ
、
尾
は
下
向

き
だ
﹂
と
か
、﹁
尾
は
上
だ
﹂
と
茶

化
す
こ
と
を
聞
く
。
西
の
対
は
東

と
は
限
ら
ぬ
の
だ
。

　

私
が
世
話
に
な
っ
て
い
る
病
院
、

も
う
慣
れ
た
け
れ
ど
も
、﹁
南
館
﹂

と
﹁
西
館
﹂
と
か
ら
な
る
。
東
西

の
大
通
り
に
沿
っ
て
立
っ
て
い
る

二
棟
に
つ
け
ら
れ
た
名
前
だ
。
位

置
関
係
か
ら
見
れ
ば
ど
う
見
て
も
、

西
館
と
東
館
だ
。
南
館
と
言
わ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
が
メ
イ
ン
の
役
割

を
果
た
し
て
い
る
か
ら
、
本
館
と

西
館
と
い
う
な
ら
分
か
る
。
も
し
、

南
館
と
い
う
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

東
西
に
走
る
通
り
を
隔
て
た
所
に

あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
、
南
館

と
西
館
と
い
う
命
名
は
何
と
も
不

思
議
な
名
前
の
付
け
方
だ
。

　

こ
ん
な
事
を
言
え
ば
、
そ
ん
な

こ
と
は
ど
う
で
も
い
い
の
だ
、
た

だ
、
そ
う
名
前
を
付
け
た
だ
け
だ
、

区
別
が
付
け
ば
い
い
の
だ
、
と
言

わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し

か
し
、
名
は
体
を
表
す
。
南

館
と
言
わ
れ
れ
ば
、
直
ぐ
北
館
を
思

う
だ
ろ
う
し
、
西
館
と
言
わ
れ
れ
ば

東
館
が
あ
る
だ
ろ
う
と
思
う
。
大
げ

さ
に
言
え
ば
、
こ
の
命
名
は
、
ひ
ょ
っ

と
す
る
と
、
そ
う
思
う
者
の
神
経
を

逆
な
で
し
か
ね
な
い
。

　

地
名
に
も
、
東
西
南
北
は
よ
く
付

い
て
い
る
。
あ
る
人
が
言
っ
た
。
す

べ
か
ら
く
東
西
南
北
を
地
名
に
、
付

　

福
田
さ
ん
が
、
就
任
一
年
足
ら
ず

で
政
権
を
放
り
出
し
た
。
安
部
さ
ん

に
続
い
て
二
代
。
今
、
賑
々
し
く
総

裁
選
を
や
っ
て
い
る
が
、
結
局
は
同

じ
事
。
も
し
今
度
の
総
選
挙
で
自
民

党
が
圧
勝
す
れ
ば
、
参
議
院
民
主
党

も
少
し
は
考
え
直
さ
な
け
れ
ば
な
る

ま
い
が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
状
況
は

少
し
も
変
わ
ら
な
い
。
そ
ん
な
中
で

よ
く
や
っ
て
る
な
ぁ
と
感
心
で
あ
る
。

つ
ま
ら
な
い
と
言
っ
て
は
失
礼
だ
が
、

私
に
は
そ
う
思
え
る
。

年
の
計
と
ま
で
は
行
け
な
い
だ
ろ

う
が
、
も
う
少
し
視
野
を
広
げ
て

欲
し
い
も
の
だ
。
こ
れ
は
、
民
主

党
の
小
沢
さ
ん
の
話
に
も
共
通
す

る
。
国
民
を
甘
く
見
る
な
。

　

今
、
日
本
で
、
世
界
に
冠
た
る
も

の
、
世
界
に
誇
れ
る
も
の
は
何
か
。

今
世
界
が
一
番
必
要
と
し
て
い
る

の
は
何
か
。
石
油
で
も
、
穀
物
で

も
な
い
。
平
和
で
あ
る
。
世
界
平
和

実
現
の
た
め
に
、
日
本
が
果
た
す

役
割
は
、
不
戦
の
約
束
、
つ
い
先

頃
の
よ
う
な
、
ロ
シ
ア
の
理
不
尽

な
グ
ル
ジ
ア
攻
撃
な
ど
を
た
し
な

め
る
こ
と
が
出
来
な
く
て
、
何
が

世
界
平
和
か
。
平
和
な
ら
、
軍
備

に
必
要
な
経
費
は
要
ら
な
い
。
随

分
、
民
政
に
回
る
は
ず
だ
。
軍
需

産
業
に
は
痛
手
だ
ろ
う
が
、
当
然

の
報
い
だ
。
平
和
実
現
た
め
に
は
、

青
臭
い
と
言
わ
れ
よ
う
が
、
誠
実

に
そ
れ
を
追
究
す
べ
き
だ
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
日
本
の
誇
る

べ
き
、
不
戦
の
近
い
、
紛
争
解
決

の
手
段
と
し
て
の
軍
隊
を
持
た
な

い
、
使
わ
な
い
と
い
う
約
束
、
日

本
国
憲
法
の
第
９
条
の
誓
い
を
世

界
に
広
げ
る
こ
と
だ
。
国
連
の
憲

章
に
入
れ
て
欲
し
い
。

　

こ
の
こ
と
は
、
自
民
党
総
裁
候

補
の
誰
一
人
言
わ
な
い
。
私
だ
っ

た
ら
、
一
票
は
入
れ
な
い
。

　
　
　

︵
Ｔ　

９
月
13
日
︶

南

と

西

け
る
の
を
止
め
さ
せ
る
べ
し
と
。
そ

の
心
は
、
そ
う
い
わ
れ
る
と
よ
く
分

か
ら
な
い
か
ら
だ
と
。
知
ら
ぬ
土
地

で
は
、
ど
ち
ら
が
東
で
、
ど
ち
ら
が

南
か
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。

よ
く
慣
れ
た
郵
便
配
達
や
、
行
政
に

と
っ
て
は
便
利
な
の
か
も
知
れ
な
い

が
、
そ
う
で
な
い
者
に
は
数
字
で
何

丁
目
何
番
地
と
い
う
の
も
よ
く
分
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
固
有
の
名
前

の
方
が
人
間
に
は
よ
く
分
か
る
。
京

都
の
地
名
が
そ
れ
を
守
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
一
方
で
、
そ
れ
は
長
々
し

い
し
、
そ
れ
を
探
す
の
も
大
変
だ
。

何
事
も
一
長
一
短
か
。 　
　
　
　

︵
Ｔ
︶

　

自
民
党
の
総
裁
選
に
つ
い
て
は
Ｎ

Ｈ
Ｋ
で
随
分
の
時
間
を
使
っ
て
放
送

す
る
か
ら
つ
い
見
て
し
ま
う
。
五
人

そ
ろ
っ
て
の
演
説
も
何
回
か
聴
か
さ

れ
た
。
ほ
と
ん
ど
が
経
済
の
問
題
だ

け
、
外
交
の
問
題
も
、
イ
ン
ド
洋
の

給
油
く
ら
い
、
中
国
と
の
関
係
、
東

南
ア
ジ
ア
と
の
関
係
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

と
の
関
係
、
何
よ
り
も
、
北
朝
鮮
問

題
な
ど
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
聞
か
れ

な
い
。
国
民
の
関
心
事
は
目
先
の
経

済
の
問
題
だ
け
で
は
な
い
。
国
家
百

誰
も
言
わ
な
い
ね
ぇ
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今
年
10
月
７
日
８
日
、
名
古
屋
大

学
理
学
部
ゆ
か
り
の
研
究
者
が
ノ
ー

ベ
ル
賞
を
相
次
い
で
受
賞
す
る
と
い

う
思
い
が
け
な
い
吉
報
に
、
私
た
ち

は
大
い
に
沸
い
た
。

　

７
日
は
小
林
誠
、
益
川
敏
英
両
博

士
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
、
８
日
は

下
村
脩
博
士
の
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
で

あ
る
。

　

小
林
誠
、
益
川
敏
英
両
博
士
の

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
対
象
と
な
っ
た

研
究
は
、
１
９
７
３
年
に
表
し
た
論

文
で
、
当
時
世
界
に
３
種
類
し
か
な

い
素
粒
子(

ク
ォ
ー
ク)

が
６
種
類
あ

る
こ
と
を
理
論
的
に
明
ら
か
に
し
た

も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
１
９
７
４

年
に
４
番
目
、
１
９
７
７
年
に
５
番

目
、
１
９
９
５
年
に
最
後
の
６
番
目

の
ク
ォ
ー
ク
が
発
見
さ
れ
る
に
至
り
、

小
林
益
川
理
論
の
正
し
さ
が
証
明
さ

れ
た
。(

新
聞
各
社
の
記
事
か
ら
引
用)

　

こ
の
理
論
は
、﹁
標
準
理
論
﹂
と
称

さ
れ
る
物
理
学
全
体
を
記
述
す
る
理

論
体
系
の
根
幹
を
な
し
、
物
質
と
反

物
質
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

に
も
成
功
し
て
い
る
。
２
０
０
２
年

に
は
粒
子
と
反
粒
子
が
鏡
に
映
っ
た

瓜
二
つ
の
も
の
で
は
な
い
と
す
る
﹁
Ｃ

Ｐ
対
象
性
の
破
れ
﹂
と
い
う
現
象
を

実
験
的
に
証
明
し
た
こ
と
で
、
小
林

益
川
理
論
は
完
全
に
証
明
さ
れ
、
ノ
ー

ベ
ル
賞
受
賞
の
栄
誉
を
得
た
。

　

小
林
益
川
理
論
は
そ
の
成
立
過
程

に
お
い
て
両
氏
が
名
古
屋
大
学
に
在

籍
し
て
い
た
当
時
の
研
究
室
の
雰
囲

気
や
実
験
物
理
の
成
果
を
い
ち
早
く

理
論
に
反
映
で
き
た
こ
と
が
大
き
く

貢
献
し
て
い
る
。

　

私
は
小
林
さ
ん
益
川
さ
ん
が
京
都

に
赴
か
れ
た
同
時
期~

直
後
に
技
術

職
員
と
し
て
物
理
学
教
室
の
一
員
と

な
っ
た
。
１
９
７
２
年
に
就
職
し
た

私
は
、
就
職
し
た
そ
の
年
か
ら
原
子

核
乾
板
を
使
っ
た
実
験
装
置
を
試
作

す
る
な
ど
、
素
粒
子
研
究
の
技
術
に

携
わ
っ
て
き
た
。

　

小
林
益
川
理
論
は
専
門
家
の
方
々

の
講
演
や
専
門
書
、
科
学
書
を
参
考

に
し
て
い
た
だ
く
と
し
て
、
研
究
者

と
は
異
な
る
視
点
か
ら
、
小
林
益
川

理
論
を
育
ん
だ
名
古
屋
大
学
理
学
部

物
理
学
科
の
研
究
組
織
や
人
間
関
係
、

前
提
と
な
っ
た
実
験
系
の
研
究
成
果

に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

(

以
後
、
登
場
人
物
の
名
前
の
あ
と
に

尊
敬
と
親
し
み
を
込
め
て
﹁~

さ
ん
﹂

と
書
き
表
し
ま
す)

・
物
理
学
教
室
憲
章
…
…
研
究
員

民
主
主
義
、
自
由
と
批
判
的
精

神
…
…

　

当
時
の
名
古
屋
大
学
理
学
部
物
理

学
教
室
の
最
大
の
特
徴
は
﹁
物
理
学

教
室
憲
章
﹂
の
存
在
で
あ
る
。
物
理

学
教
室
の
運
営
は
、
講
座
制
に
お
け

る
教
授
・
助
教
授
・
助
手
と
い
っ
た

序
列
を
廃
し
、
一
部
の
大
学
院
生
を

も
含
め
て
一
人
前
の
研
究
員
と
し
て

平
等
に
研
究
を
推
進
で
き
る
﹁
研
究

員
民
主
主
義
﹂
に
基
づ
い
て
い
る
。

一
種
の
大
講
座
制
で
あ
る
。
研
究
の

基
礎
単
位
は
同
じ
よ
う
な
研
究
分
野

や
内
容
の
研
究
員
で
構
成
す
る
﹁
研

究
室
﹂
で
あ
る
。
実
際
の
運
営
は
、

毎
月
実
施
さ
れ
る
物
理
学
教
室
会
議

を
中
心
に
、
各
種
委
員
会
組
織
が
形

成
さ
れ
、
研
究
員
が
そ
れ
ぞ
れ
役
割

を
分
担
し
て
そ
の
任
に
当
た
る
。
校

費
予
算
は
研
究
員
、
学
生
、
一
般
職

員
の
人
数
比
で
研
究
室
に
分
配
さ
れ
、

事
務
職
員
や
技
術
職
員
に
関
連
す
る

様
々
な
問
題
も
す
べ
て
当
該
の
委
員

会
で
議
論
し
た
。

　

し
か
し
、
物
理
学
教
室
憲
章
は
一

般
職
員
に
つ
い
て
考
慮
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。
教
室
憲
章
制
定
の
日(

６
月

13
日)

を
記
念
し
た
講
演
会
で
は
コ

メ
ン
ト
で
は
な
く
事
務
職
員
、
技
術

職
員
と
し
て
運
営
に
関
す
る
意
見
を

述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
要
求
し
て
実
現

し
た
り
、
物
理
金
工
室
の
運
営
や
教

室
主
任
の
選
挙
の
際
の
投
票
に
際
し

て
は
研
究
員
と
同
じ
扱
い
に
し
て
ほ

し
い
と
主
張
、
教
室
憲
章
の
改
定
を

要
求
し
て
大
い
に
議
論
し
た
も
の
だ
。

教
員
の
み
な
さ
ん
が
、
研
究
員
で
は

な
い
若
造(

私)

の
現
状
変
革
と
い

う
ラ
ジ
カ
ル
な
要
求
に
真
剣
に
付
き

合
っ
て
く
れ
た
こ
と
は
、
今
思
い
返

せ
ば
大
変
な
こ
と
だ
っ
た
と
思
う
。

　

こ
の
よ
う
な
関
係
は
、
相
手
に
先

生
と
称
号
を
つ
け
て
呼
び
合
う
よ
う

な
習
慣
を
廃
し
、﹁
だ
れ
だ
れ
さ
ん
﹂

と
い
う
﹁
さ
ん
﹂
付
け
で
、
教
授
も

助
手
も
院
生
も
み
な
互
い
を
そ
う
呼

び
合
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
事
務
職
員

も
技
術
職
員
も
同
じ
で
あ
る
。

　

と
も
あ
れ
、
物
理
学
教
室
憲
章
は

大
学
院
生
に
来
た
ば
か
り
の
人
も
若

手
研
究
員
と
し
て
一
人
前
と
み
な
さ

れ
、
分
け
隔
て
な
く
議
論
に
参
加
し
、

対
等
の
立
場
で
議
論
し
あ
う
土
壌
を

作
っ
た
。

ノ
ー
ベ
ル
賞
に
沸
い
た
理
学
部

〜
小
林
益
川
理
論
発
見
の
背
景
〜

全
学
技
術
セ
ン
タ
ー　

河
合
利
秀
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・
４
つ
の
ク
ォ
ー
ク
か
ら
出
発
し

た
小
林
益
川
理
論

　

物
理
学
教
室
憲
章
を
い
う
民
主
的

で
自
由
な
精
神
や
環
境
が
あ
っ
た
こ

と
に
加
え
、
も
う
一
つ
小
林
益
川
理

論
形
成
に
貢
献
し
た
﹁
発
見
﹂
が
あ
る
。

そ
れ
は
ま
だ
小
林
さ
ん
が
名
大
理
学

部
物
理
教
室
に
所
属
し
て
い
た
こ
ろ

の
１
９
７
１
年
、
Ｆ
研
の
丹
生
潔
さ

ん(

現
在
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授)

ら

の
グ
ル
ー
プ
は
原
子
核
乾
板
に
残
さ

れ
た
宇
宙
線
の
崩
壊
を
解
析
す
る
中

か
ら
第
４
番
目
の
ク
ォ
ー
ク(

チ
ャ
ー

ム)

を
発
見
し
た
。

　

こ
の
時
代
の
素
粒
子
物
理
学
は
３

種
類
の
ク
ォ
ー
ク
で
論
じ
ら
れ
て
い

た
。
こ
の
驚
愕
の
研
究
成
果
﹁
チ
ャ
ー

ム
﹂
の
発
見
は
ど
の
よ
う
な
イ
ン
パ

ク
ト
で
理
論
物
理
学
の
議
論
を
沸
騰

さ
せ
た
こ
と
だ
ろ
う
か
。
す
ぐ
に

チ
ャ
ー
ム
の
存
在
を
前
提
と
し
た
議

論
を
始
め
る
・
・
・
こ
の
流
れ
は
必

然
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
丹
生
さ
ん
ら
の
﹁
発

見
﹂
は
世
界
の
学
会
か
ら
ほ
と
ん
ど

無
視
さ
れ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
い
ち
早
く
第
４
番
目
の
ク
ォ
ー
ク

の
存
在
を
確
信
し
、
世
界
に
先
駆
け

て
小
林
さ
ん
益
川
さ
ん
は
４
種
類
の

ク
ォ
ー
ク
の
存
在
を
前
提
と
し
て
出

発
し
た
。
こ
の
こ
と
は
極
め
て
重
要

で
あ
る
。

　

１

９

７

０

年

に

京

都

大

学

に

移
っ
て
い
た
益
川
さ
ん
に
次
い
で

１
９
７
２
年
に
小
林
さ
ん
も
京
都
大

学
に
移
り
、
６
種
類
の
ク
ォ
ー
ク
の

ア
イ
デ
ィ
ア
は
論
文
に
ま
と
め
ら
れ

た
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
の
対
象
と
な
っ

た
論
文
で
あ
る
。
こ
の
理
論
は
当
初

ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
が
、

小
林
益
川
理
論
で
予
言
さ
れ
て
い
た

ク
ォ
ー
ク
が
次
々
に
﹁
発
見
﹂
さ
れ

る
や
、﹁
標
準
理
論
﹂
と
し
て
世
界
に

認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

当
時
、
最
先
端
の
理
論
物
理
学
の

到
達
点
が
あ
り
、
隣
の
実
験
物
理
学

に
分
野
か
ら
最
先
端
を
越
え
る
成
果

が
も
た
ら
さ
れ
た
。
そ
し
て
権
威
に

阿
る
こ
と
の
な
い
批
判
的
精
神
に

よ
っ
て
真
贋
を
見
抜

き
、
全
く
新
し
い
見
地

に
立
っ
て
研
究
を
進
め

て
い
く
・
・
・
こ
の
よ

う
な
環
境
が
当
時
の
名

古
屋
大
学
理
学
部
物
理

学
教
室
に
存
在
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
今
日

の
よ
う
に
効
率
化
と
集

中
化
を
進
め
る
の
で
は

な
く
、
多
様
性
と
平
等

性
こ
そ
が
大
学
の
基
礎

研
究
を
は
ぐ
く
む
豊
か

な
土
壌
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

寄 稿

一
口
メ
モ: 

Ｃ
Ｐ
対
象
性
と
は
ど

ん
な
こ
と
か
？

　

粒
子
と
反
粒
子
の
関
係
、
例
え
ば

電
子
と
陽
電
子
は
、
電
荷
が
正
反
対

で
あ
る
が
そ
の
ほ
か
は
全
部
同
じ
で

あ
る
。
こ
の
二
つ
の
粒
子
が
合
わ
さ

る
と
光
に
な
っ
て
消
滅
す
る
と
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
関
係
は
、
鏡
に
映
っ

た
世
界
の
よ
う
な
も
の
で
、
素
粒
子

の
法
則
と
、
反
粒
子
の
法
則
は
全
く

同
じ
で
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
き
た
。

こ
の
関
係
を
Ｃ
Ｐ
対
象
性
と
い
う
。

　

Ｃ
Ｐ
対
象
性
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、

宇
宙
に
は
粒
子
で
で
き
た
私
た
ち
の

知
っ
て
い
る
宇
宙
と
同
じ
重
さ(

量)

だ
け
反
粒
子
・
反
物
質
の
宇
宙
が
存

在
す
る
は
ず
だ
。
し
か
し
、
こ
れ
ま

で
の
宇
宙
の
観
測
で
は
こ
の
よ
う
な

反
粒
子
に
よ
る
宇
宙
の
痕
跡
を
見
つ

け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
と
す

れ
ば
、
反
粒
子
は
ど
こ
に
消
え
た
の

か
？　

こ
の
ナ
ゾ
に
対
し
、
小
林
益

川
理
論
は
６
種
類
の
ク
ォ
ー
ク
を
モ

デ
ル
と
し
て
理
論
的
に
う
ま
く
説
明

し
た
の
で
あ
る
。

　

Ｃ
Ｐ
対
象
性
の
破
れ
が
あ
っ
た
お

か
げ
で
、
ビ
ッ
ク
バ
ン
以
後
、
物
質

宇
宙
が
形
成
さ
れ
、
我
々
人
類
も
存

在
す
る
・
・
・
と
も
い
え
る
。
誠
に

不
思
議
な
関
係
で
あ
る
。

　
　
　
　

︵
２
０
０
８
年
10
月
27
日
︶



- 12 -

東山キャンパスおよびその周辺のゾウムシ⑨

路傍の雑草にひそむゾウムシその4
理学研究科　井上晶次

　

﹁
蓼
食
う
虫
も
好
き
好
き
﹂﹁
タ
デ

の
辛
い
葉
を
食
う
虫
も
あ
る
よ
う
に
、

人
の
好
み
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
と
い

う
こ
と
﹂(

大
辞
泉)

と
あ
り
ま
す
。

　

﹁
○
○
君
が
結
婚
し
た
そ
う
だ
﹂﹁
あ

ん
な
い
い
加
減
で
、
酒
飲
み
に
よ
く

相
手
が
い
た
も
の
だ
﹂﹁
蓼
食
う
虫
も

好
き
好
き
と
い
う
か
ら
な
﹂

　

こ
ん
な
使
い
方
を
す
る
の
で
し
ょ

う
か
。
○
○
君
は
こ
れ
書
い
て
る
本

人
か
、
詮
索
す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ

う
。
仮
に
そ
れ
が
私
だ
と
す
る
と
、

妻
は
虫
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の

虫
は
き
っ
と
ゾ
ウ
ム
シ
で
し
ょ
う
。

こ
ん
な
話
を
し
た
ら
妻
が
﹁
私
が
蓼

か
も
し
れ
な
い
よ
﹂
と
い
っ
て
く
れ

て
一
安
心
。
刺
身
の
﹁
つ
ま
﹂
が
、

刺
身
の
﹁
妻
﹂
だ
と
す
る
と
や
は
り

妻
が
蓼
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

と
す
る
と
私
は
刺
身
か
ゾ
ウ
ム
シ
と

な
り
ま
す
。

　

植
物
図
鑑
に
は
タ
デ
と
い
う
植
物

は
な
く
、
タ
デ
科
は
ギ
シ
ギ
シ
属
、

ミ
ズ
ヒ
キ
属
、
イ
ヌ
タ
デ
属
、
イ
タ

ド
リ
属
な
ど
10
の
属(

図
鑑
に
よ
り
属

の
分
類
は
異
な
る
よ
う
で
す)

に
分

類
さ
れ
て
い
ま
す
。
蓼
は
イ
ヌ
タ
デ

属
の
植
物
を
さ
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。
私
た
ち
が
食
用
に
し
て
い
る

﹁
そ
ば
﹂
も
タ
デ
科
の
植
物
の
実
で
す

が
な
ぜ
か
私
の
持
っ
て
い
る
植
物
図

鑑
に
は
出
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。﹁
蓼

食
う
虫
も
好
き
好
き
﹂
の
蓼
に
つ
い

て
も
う
少
し
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
る
と
、

ヤ
ナ
ギ
タ
デ
の
こ
と
で
、
刺
身
の
つ

ま
と
し
て
利
用
さ
れ
る
の
も
ヤ
ナ
ギ

タ
デ
と
の
こ
と
で
す
。
植
物
図
鑑
の

検
索
表
で
は
、
ヤ
ナ
ギ
タ
デ
の
特
長

は
葉
に
辛
味
が
あ
る
と
記
述
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
近
隣

の
蓼
ら
し
き
植
物
を
み
つ
け
齧
っ
て

み
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
辛
み
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
平
和
公
園
自
然

観
察
会
の
大
御
所
で
植
物
に
詳
し
い

方
に
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、
平
和
公

園
に
は
ヤ
ナ
ギ
タ
デ
は
な
い
と
の
こ

と
で
し
た
。

１
。
イ
ヌ
タ
デ(

イ
ヌ
タ
デ
属)

の
ゾ
ウ
ム
シ

　

イ
ヌ
タ
デ
は
、﹁
あ
か
ま
ん
ま
﹂
と

も
呼
ば
れ
子
ど
も
の
ま
ま
ご
と
遊
び

に
利
用
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。
ち
ょ

う
ど
今
頃
、
10
月
中
旬
、
平
和
公
園

を
散
歩
し
て
い
る
と
、
穂
状
に
伸
び

ピ
ン
ク
色
の
小
さ
な
花
を
沢
山
つ
け

た
花
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
春

か
ら
夏
に
か
け
て
、
こ
の
植
物
に
は

２
種
の
ゾ
ウ
ム
シ
を
観
察
で
き
ま

す
。
体
長
2.5
㎜
程
度
の
タ
デ
ノ
ク
チ

ブ
ト
サ
ル
ゾ
ウ
ム
シ
と
体
長
2.2
㎜
程

度
の
コ
ブ
ナ
シ
ク
チ
ブ
ト
サ
ル
ゾ
ウ

ム
シ
で
す
。
大
き
さ
、
体
形
、
色
と

も
よ
く
似
て
お
り
両
者
を
区
別
す
る

の
は
な
か
な
か
厄
介
で
す
。
図
鑑
で

は
﹁
前
胸
背
板
両
側
は
中
央
よ
り
後

ろ
で
多
少
と
も
隆
起
す
る
か
突
起
が

あ
る
。・
・
・
２
﹂﹁
前
胸
背
版
に
隆

写真１　コブナシクチブトサル
ゾウムシ   2.3mm 程度

写真２　左から、クロクチブトサルゾウムシ ?　タデノクチ
ブトサルゾウムシ、コブナシクチブトサルゾウムシ、
タデサルゾウムシ。バックは 1mm 方眼紙
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起
や
突
起
が
な
い
。
2.0
～
2.5
㎜
。
タ

デ
類
に
多
い
・
・
・
コ
ブ
ナ
シ
ク
チ

ブ
ト
サ
ル
ゾ
ウ
ム
シ
﹂
と
な
っ
て
お

り
、
隆
起
や
突
起
が
な
け
れ
ば
コ
ブ

ナ
シ
ク
チ
ブ
ト
サ
ル
ゾ
ウ
ム
シ
で
す
。

し
か
し
、
隆
起
や
突
起
も
肉
眼
で
は

確
認
す
る
の
は
困
難
で
、
実
態
顕
微

鏡
で
観
察
し
て
も
見
る
角
度
、
光
源

の
方
向
で
見
え
た
り
見
え
な
か
っ
た

り
し
ま
す
。﹁
隆
起
や
突
起
の
存
在
を

確
認
で
き
た
﹂
は
良
い
の
で
す
が
、﹁
隆

起
や
突
起
は
存
在
し
な
い
﹂
と
言
い

切
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
で

す
。
こ
の
よ
う
な
と
き
に
絵
を
描
け

る
方
は
、
実
態
顕
微
鏡
で
の
ぞ
い
て

描
く
と
良
く
わ
か
り
ま
す
。
図
鑑
に

も
写
真
だ
け
で
な
く
絵
を
載
せ
て
ほ

し
い
も
の
だ
と
つ
く
づ
く
思
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
隆
起
や
突
起
が
確
認

で
き
た
場
合
は
次
の
検
索
に
進
む
わ

け
で
す
が
、
４
種
の
よ
く
似
た
種
が

掲
載
さ
れ
、
１
種
は
タ
デ
科
ギ
シ
ギ

シ
属
ギ
シ
ギ
シ
に
、
他
の
３
種
は
タ

デ
類
に
多
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。
東

山
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
で
採
集
で
き
る

の
は
タ
デ
ノ
ク
チ
ブ
ト
サ
ル
ゾ
ウ
ム

シ
で
す
。

２
。
ミ
ゾ
ソ
バ(

イ
ヌ
タ
デ
属)

の
ゾ
ウ
ム
シ

　

少
し
湿
気
の
あ
る
場
所
に
群
生
し

て
い
ま
す
。
花
は
団
子
状
と
い
う
か

シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
の
よ
う
に
丸
く
は
あ

り
ま
せ
ん
が
小
さ
な
花
が
集
ま
り
一

つ
一
つ
は
白
で
先
端
が
ピ
ン
ク
色
を

し
て
い
ま
す
。
こ
の
植
物
に
は
タ
デ

サ
ル
ゾ
ウ
ム
シ(

最
近
、
タ
デ
ト
ゲ
サ

ル
ゾ
ウ
ム
シ
と
改
称
さ
れ
た)

と
い
う

吻
の
長
い
、
黒
色
の
ゾ
ウ
ム
シ
が
生

息
し
て
い
ま
す
。
も
う
１
種
、
黒
色

で
吻
の
短
い
ク
チ
ブ
ト
サ
ル
ゾ
ウ
ム

シ
が
採
集
で
き
ま
す
。
と
り
あ
え
ず
、

ク
ロ
ク
チ
ブ
ト
サ
ル
ゾ
ウ
ム
シ
と
し

て
い
ま
す
が
、
図
鑑
で
３
～
3.5
㎜
程

度
と
な
っ
て
お
り
、
私
が
採
集
し
て

い
る
の
は
す
べ
て
2.6
㎜
以
下
な
の
で

疑
問
視
し
て
い
ま
す
。

３
。
イ
タ
ド
リ(

イ
タ
ド
リ
属)

の
ゾ
ウ
ム
シ

　

イ
タ
ド
リ
は
春
先
に
赤
い
芽
を
つ

け
す
く
す
く
と
の
び
、
そ
の
茎
を
ポ

キ
ッ
と
折
っ
て
食
べ
た
経
験
の
あ
る

方
も
多
い
で
し
ょ
う
。
少
し
酸
味
は

あ
り
ま
す
が
野
外
で
そ
の
ま
ま
食
べ

る
こ
と
の
で
き
る
植
物
の
中
で
は
お

い
し
い
と
思
い
ま
す
。
東
山
キ
ャ
ン

パ
ス
で
は
、
農
学
部
の
圃

場
の
南
側
に
ま
と
ま
っ
て

生
え
て
い
ま
す
。

　

前
号
の
ヨ
モ
ギ
に
つ
く

ハ
ス
ジ
カ
ツ
オ
ゾ
ウ
ム
シ

の
紹
介
の
中
で
、
そ
れ
に

よ
く
似
た
カ
ツ
オ
ゾ
ウ
ム

シ
が
イ
タ
ド
リ
に
付
く
こ

と
を
紹
介
し
ま
し
た
。
体

長
10
㎜
程
度
で
採
集
し
た

と
き
は
、
赤
錆
の
よ
う
な

粉
を
つ
け
て
い
ま
す
が
、

標
本
に
す
る
と
濃
紺
色
の

鰹
の
よ
う
な
色
に
な
り
、

形
状
も
細
長
く
鰹
を
想
像

で
き
、
カ
ツ
オ
ゾ
ウ
ム
シ

の
名
前
の
由
来
は
魚
の
鰹

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
タ
ド
リ
に
は
広
い
意
味
で
ゾ
ウ

ム
シ
の
仲
間(

ゾ
ウ
ム
シ
上
科)

の
オ

ト
シ
ブ
ミ
科
の
カ
シ
ル
リ
オ
ト
シ
ブ

ミ
が
揺
籃
を
巻
い
て
い
ま
す
。
小
さ

な
オ
ト
シ
ブ
ミ
で
す
が
緑
色
の
金
属

光
沢
が
あ
り
美
し
い
オ
ト
シ
ブ
ミ
で

す
。
数
年
前
ま
で
は
、
こ
の
イ
タ
ド

リ
に
付
く
カ
シ
ル
リ
オ
ト
シ
ブ
ミ
を

研
究
さ
れ
て
い
た
方
が
見

え
て
、﹁
研
究
中
採
集
禁
止
﹂

の
札
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、
現
在
は
別
の
場

所
で
研
究
を
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
、
自
由
に
観
察
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
来

春
の
５
月
頃
に
観
察
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

写真 3　タデサルゾウムシ 
3mm 程度

写真 5　カシルリオトシブミ  3.5mm 程度

写真 4　カツオゾウムシ 
10mm 程度
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ニ
ュ
ー
ス
に
一
喝
！

ニ
ュ
ー
ス
に
一
喝
！

15

人

と

格

闘

　

海
上
自
衛
隊
の
特
殊
部
隊
の
隊
員

を
養
成
す
る
江
田
島
の
術
科
学
校
で

の
こ
と
。
そ
の
課
程
を
や
め
て
、
他

の
部
隊
に
異
動
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
隊
員
に
﹁
は
な
む
け
﹂
と
称
し
て
、

通
常
は
行
わ
れ
な
い
格
闘
訓
練
が
行

わ
れ
、
結
果
的
に
25
歳
の
３
等
海
曹

が
死
亡
し
た
。

　

こ
の
こ
と
を
新
聞
で
見
た
と
き
、

大
相
撲
時
津
風
部
屋
で
の
死
の
ぶ
つ

か
り
稽
古
が
頭
に
浮
か
ん
だ
。
こ
の

事
件
は
裁
判
が
始
ま
り
、
逮
捕
さ
れ

た
兄
弟
子
達
の
弁
明
・
供
述
、
現
時

津
風
親
方
の
証
言
が
つ
た
え
ら
れ
た
。

相
撲
部
屋
で
は
親
方
の
存
在
は
絶
対

で
、
兄
弟
子
達
は
親
方
の
言
に
背
く

こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
と
言
う
。
加

害
者
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
被
害
者
で

も
あ
る
。
彼
ら
の
将
来
が
思
い
や
ら

れ
、
哀
れ
を
催
し
た
。

　

一
方
、
こ
の
海
上
自
衛
隊
の
事
件

に
つ
い
て
は
、
集
団
暴
行
と
表
現
さ

れ
て
い
る
記
事
を
幾
つ
か
見
た
。
そ

の
場
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
被
害
者
は
、

訓
練
と
称
し
て
、
指
導
者
監
視
の
下

で
暴
行
を
受
け
る
の
だ
か
ら
、
相
撲

部
屋
の
事
件
と
よ
く
似
て
い
る
。
段
々

そ
の
時
の
様
子
が
分
か
っ
て
き
て
い

中
山
さ
ん
余
聞

　

麻
生
内
閣
で
大
臣
に
な
っ
た
途
端

に
舌
禍
で
辞
任
し
、
地
元
の
宮
崎
県

で
も
も
て
あ
ま
さ
れ
て
次
期
総
選
挙

に
は
立
候
補
し
な
い
と
宣
言
し
た
。

そ
の
舌
の
根
も
乾
か
ぬ
う
ち
に
、
前

言
撤
回
。
宮
崎
県
の
自
民
党
県
連
は
、

自
分
の
言
葉
に
責
任
を
持
て
と
困
り

果
て
て
い
る
様
子
で
あ
る
。

　

中
山
さ
ん
は
大
臣
に
な
っ
た
途
端
、

成
田
闘
争
の
こ
と
で
﹁
ご
ね
得
﹂
と

称
し
、
つ
い
で
に
戦
後
教
育
が
な
っ

て
い
な
か
っ
た
と
も
、
日
教
組
が
悪

い
と
も
発
言
、
そ
の
後
も
、
日
教
組

が
悪
い
か
ら
、
大
分
県
の
教
育
は
ど

う
の
こ
う
の
と
言
い
、
日
教
組
の
反

発
も
招
い
た
。
大
分
県
の
教
育
人
事

の
問
題
は
、
確
か
に
今
年
の
教
育
界

を
揺
る
が
せ
た
大
問
題
だ
っ
た
。
ま

だ
、
片
は
つ
い
て
い
な
い
、
不
正
合

格
を
し
た
と
い
っ
て
辞
め
さ
せ
ら
れ

た
今
年
の
合
格
者
、
何
人
か
は
辞
表

を
提
出
し
な
か
っ
た
。
当
た
り
前
だ

と
思
う
。
以
前
か
ら
あ
っ
た
と
い
う

指
摘
が
あ
る
が
、
証
拠
が
な
い
と
い

う
。
何
は
と
も
あ
れ
、
現
金
を
授
受

し
て
校
長
に
な
っ
た
り
、
試
験
に
合

格
し
た
り
と
い
う
こ
と
は
、
や
り
き

れ
な
い
こ
と
だ
。
一
方
で
、
今
日
の

新
聞
で
は
、﹁
校
長
に
な
り
た
く
な
い
﹂

と
い
う
よ
う
な
見
出
し
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
、
大
分
県
の
ス
キ
ャ

ン
ダ
ル
は
日
教
組
の
問
題
で
は
な
か

ろ
う
。

　

話
が
逸
れ
た
が
、
中
山
さ
ん
は
、

以
前
文
部
科
学
大
臣
も
や
っ
て
い
た

と
い
う
記
憶
が
あ
る
。
と
ん
で
も
な

い
人
が
や
っ
て
い
た
も
の
だ
。
そ
の

時
、
よ
く
も
問
題
を
起
こ
さ
な
か
っ

た
も
の
だ
。

　

こ
の
中
山
問
題
で
、
以
前
か
ら
問

題
だ
っ
た
、
農
林
水
産
大
臣
の
こ
と

が
影
が
薄
く
な
っ
た
。
も
う
何
代
に

な
る
か
、
立
て
続
け
に
よ
く
も
こ
う

問
題
の
人
が
農
水
省
の
大
臣
に
な
っ

た
も
の
だ
。
お
金
の
問
題
が
大
半
。

松
岡
さ
ん
は
死
ん
だ
。
死
ん
で
は
何

も
分
か
ら
な
い
。
赤
城
さ
ん
も
変
な

金
の
処
理
、
顔
の
絆
創
膏
も
何
故
か

訳
を
言
わ
ず
、
関
係
な
い
か
も
知
ら

な
い
が
、
更
迭
さ
れ
た
。
次
は
、
遠

藤
さ
ん
。
一
週
間
持
た
な
か
っ
た
。

身
体
検
査
と
称
し
て
、
閣
僚
に
任
命

す
る
前
に
よ
く
調
べ
る
は
ず
な
の
だ

が
。
大
田
さ
ん
は
成
っ
た
と
き
の
会

見
か
ら
、
こ
れ
は
何
か
問
題
起
こ
す

な
と
思
っ
た
ら
案
の
定
、
国
民
を
蔑

ろ
に
し
た
。
国
民
が
う
る
さ
い
と
か
、

大
し
た
問
題
で
は
な
い
と
か
。
今
、

食
の
問
題
は
大
変
ナ
ー
バ
ス
な
こ
と

だ
。
余
程
神
経
を
と
ぎ
す
ま
し
て
、

疑
い
の
な
い
よ
う
に
、
役
人
達
に
馬

鹿
に
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
だ
が
⋮
。

　

こ
ん
な
ゴ
チ
ャ
ゴ
チ
ャ
も
ア
メ
リ

カ
初
の
世
界
同
時
株
安
、
金
融
不
安
、

不
景
気
の
問
題
に
か
き
消
さ
れ
て
、

忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

選
挙
の
時
に
は
、
ゆ
め
、
忘
れ
ま
い
ぞ
。

︵
田　

2
0

0
8

年
10
月
18
日
記)
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る
。
何
回
も
倒
れ
、
そ
の
都
度
起
き

あ
が
っ
た
が
、
14
人
目
の
パ
ン
チ
で

倒
れ
、
頭
を
強
く
打
っ
た
と
い
う
。

15
人
目
の
こ
と
を
言
わ
な
い
の
で
分

か
ら
な
い
が
、
そ
ん
な
状
態
で
ま
だ

戦
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
最
後
の
と
ど

め
を
刺
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

一
人
50
秒
ず
つ
と
あ
っ
た
。
こ
れ

が
二
三
人
の
こ
と
な
ら
何
と
か
な
る

だ
ろ
う
。
ボ
ク
シ
ン
グ
の
１
ラ
ウ
ン

ド
も
３
分
だ
。
格
闘
技
の
場
合
、
プ

ロ
レ
ス
な
ど
は
別
だ
か
、
３
分
か
ら

５
分
が
せ
い
ぜ
い
の
所
だ
と
思
う
。

相
撲
で
も
、
長
い
勝
負
に
な
れ
ば
水

入
り
だ
。
訓
練
さ
れ
て
い
る
人
達
で

も
そ
れ
が
一
つ
の
限
界
な
の
だ
。

　

こ
の
自
衛
隊
員
、
そ
こ
を
や
め
る

の
は
何
故
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
や

め
る
者
に
対
す
る
そ
ん
な
過
酷
な
訓

と
歳
を
重
ね
て
か
ら
で
も
、
親
と
喧

嘩
を
し
た
り
、
叱
ら
れ
た
り
、
文
句

を
言
わ
れ
た
り
、
い
ざ
こ
ざ
は
始
終

あ
っ
た
。
そ
の
時
に
は
、
随
分
無
分

別
な
こ
と
も
考
え
た
。
た
だ
、
親
を
傷

つ
け
よ
う
と
か
、
親
の
人
生
を
む
ち
ゃ

く
ち
ゃ
に
し
て
や
ろ
う
な
ど
と
は
思

い
も
し
な
か
っ
た
。
家
出
を
し
よ
う

か
く
ら
い
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ

も
、
そ
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
自
分
自

身
が
後
ど
う
な
る
か
と
い
う
こ
と
に

思
い
至
れ
ば
実
行
は
出
来
な
か
っ
た
。

　

私
は
養
子
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
余
計
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
っ

た
。
後
年
、
結
婚
後
の
こ
と
だ
が
、

つ
い
に
抑
え
き
れ
ず
、
一
時
家
を
飛

び
出
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
時
、

実
の
親
に
言
わ
れ
た
。
今
ま
で
余
り

に
反
発
も
せ
ず
に
養
父
母
の
言
う
こ

と
を
よ
く
聞
き
す
ぎ
た
の
だ
と
。
要

す
る
に
、
い
い
子
で
居
た
こ
と
が
却
っ

て
良
く
な
か
っ
た
の
だ
と
。
養
父
母

に
は
子
供
が
無
か
っ
た
。
私
も
自
分

が
親
に
な
っ
て
か
ら
、
子
供
と
い
う

も
の
は
な
か
な
か
大
変
な
も
の
だ
と

身
に
し
み
て
分
か
っ
た
が
、
も
し
、

子
供
を
持
た
な
か
っ
た
ら
な
か
な
か

理
解
は
出
来
な
い
こ
と
が
色
々
あ
っ

た
。

　

子
を
持
っ
て
知
る
親
心
と
い
う
こ

と
わ
ざ
と
と
も
に
、
子
供
を
持
っ
て

知
る
子
供
の
心
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。

　

よ
く
よ
く
考
え
て
み
れ
ば
、
無
分

別
を
起
こ
さ
ず
に
済
ん
だ
の
は
、
結

局
は
自
分
の
こ
と
を
考
え
て
の
こ
と

だ
っ
た
と
思
う
。
自
分
を
大
切
に
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
取
り

出
す
と
如
何
に
も
利
己
主
義
的
に
受

け
取
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
何

か
に
書
い
た
覚
え
が
あ
る
が
、
徹
底

的
に
利
己
的
に
な
る
こ
と
が
結
局
は

人
を
も
思
う
こ
と
に
な
る
の
だ
。
自

分
の
こ
と
を
差
し
措
い
て
人
に
尽
く

す
と
聞
け
ば
美
談
に
思
わ
れ
る
。
し

か
し
、
本
当
に
其
れ
が
成
り
立
つ
か

で
あ
る
。
自
分
を
き
ち
ん
と
し
た
上

で
な
け
れ
ば
、
人
の
役
に
も
立
て
な

い
。
そ
う
思
っ
て
、
自
分
の
こ
と
は

自
分
で
き
ち
ん
と
し
よ
う
と
思
う
。

　

今
度
の
こ
と
で
、
報
道
に
拠
れ
ば
、

そ
の
少
年
の
父
親
も
随
分
酷
い
こ
と

を
口
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
死
ん
で

し
ま
え
と
か
、
施
設
行
け
ば
い
い
と

か
。
や
は
り
、
口
は
災
い
の
元
で
あ

る
。
そ
れ
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
売
り
言
葉
に

買
い
言
葉
、
と
い
う
こ
と
が
あ
る
が
、

と
に
か
く
カ
ッ
と
し
て
暴
言
を
吐
け

ば
、
天
に
唾
き
す
る
よ
う
な
も
の
で

あ
る
。
全
て
は
後
の
祭
り
で
あ
る
が
、

如
何
に
、
自
分
の
子
供
で
あ
ろ
う
と

子
供
も
一
個
の
人
格
を
持
っ
た
人
間

で
あ
る
。
そ
れ
を
踏
み
に
じ
る
よ
う

な
事
を
言
っ
て
は
い
け
な
い
の
で
あ

る
。　
　

︵
田　

2
0

0
8

年
７
月
20
日)

　

こ
の
７
月
に
起
き
た
14
歳
の
少
年

に
よ
る
バ
ス
ジ
ャ
ッ
ク
事
件
。
怪
我

人
が
な
か
っ
た
の
は
幸
い
だ
っ
た
。

こ
の
少
年
の
気
持
ち
、
分
か
ら
な
い

で
も
な
い
が
、
そ
こ
ま
で
行
く
前
に

踏
み
と
ど
ま
る
理
性
が
働
か
な
か
っ

た
の
か
。
こ
ん
な
気
持
ち
が
な
か
な

か
整
理
で
き
な
い
。
と
思
っ
て
い

る
矢
先
、
今
度
は
同
じ
よ
う
な
歳
の

女
子
生
徒
が
父
親
を
刺
し
殺
し
て
し

ま
っ
た
。
未
だ
に
ど
ん
な
経
緯
だ
っ

た
か
よ
く
分
か
ら
な
い
。

　

自
分
の
こ
と
を
言
っ
て
恥
さ
ら
し

で
あ
る
が
、
私
も
中
学
生
の
頃
、
あ

る
い
は
、
高
校
生
に
な
っ
て
も
、
大

学
生
に
な
っ
て
か
ら
も
、
さ
ら
に
も
っ

親
の
心
、
子
の
心

練
は
、
ま
さ
に
虐
め
以
外
の
何
物
で

も
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。﹁
は
な

む
け
﹂
な
ど
と
よ
く
も
称
し
た
も
の

で
あ
る
。
暴
力
団
の
﹁
お
礼
参
り
﹂

の
よ
う
な
語
感
を
感
じ
取
る
。

　

そ
の
他
に
も
、
実
に
種
々
の
集
団

的
な
暴
行
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
、

こ
の
事
件
を
き
っ
か
け
に
明
る
み
に

出
て
き
て
い
る
。
昔
の
軍
隊
で
も
日

常
茶
飯
事
だ
っ
た
と
い
う
。
軍
隊
に

限
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
こ
う
い

う
事
が
起
こ
っ
て
い
る
の
は
、
人
間

の
宿
命
な
の
か
。
訓
練
を
受
け
て
強

く
成
れ
れ
ば
い
い
の
だ
が
、
そ
う
な

れ
な
い
者
に
と
っ
て
は
こ
の
世
は
苦

の
世
界
だ
と
言
っ
て
す
ま
し
て
は
お

れ
な
い
よ
う
に
思
う
。

(
田　

2
0
0
8

年
10
月
17
日
記)
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小
林
多
喜
二
を
読
む

　

79
年
前
、
当
時
25
歳
の
小
林
多
喜

二(

１
９
０
３
～
１
９
３
３)

が
書
い

た
小
説
﹃
蟹
工
船
﹄
が
ち
ょ
っ
と
し

た
ブ
ー
ム
と
な
り
、
最
近
版
を
改
め

発
行
さ
れ
た
新
潮
社
版
だ
け
で
30
万

～
40
万
部
も
売
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

折
し
も
今
年
は
、
多
喜
二
が
29
歳

の
若
さ
で
特
高
警
察
の
手
に
よ
っ
て

非
業
の
死(

１
９
３
３
年
２
月)
を
遂

げ
て
か
ら
75
年
に
な
り
ま
す
。

　

﹃
蟹
工
船
﹄
が
最
初
に
活
字
に
な
っ

た
の
は
１
９
２
９
年
、﹁
戦
旗
﹂
と
い

う
雑
誌
の
５
・
６
月
号
で
、
単
行
本
は

同
年
９
月
に
戦
旗
社
か
ら
発
行
さ
れ

ま
し
た
。

　

私
は
、
１
９
７
０
年
に
日
本
近
代

文
学
館
と
い
う
と
こ
ろ
が
、
本
文
も

表
紙
も
広
告
も
戦
前
そ
の
ま
ま
に
復

刻
し
た
本(

写
真)

を
持
っ
て
い
ま
す
。

定
価
は
70
錢
と
あ
り
、
戦
前
の
時
代

の
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

小
林
多
喜
二
と
小
説
﹃
蟹
工
船
﹄
は
、

学
校
の
社
会

科
で
習
い
ま

し
た
。
テ
ス

ト

の

と

き
、

一
方
に
﹁
蟹

工
船
﹂﹁
野
菊

の

墓

﹂﹁

○

○
﹂
な
ど
と

小
説
の
題
名

が
５
つ
ぐ
ら

い
並
ん
で
い
て
、
も
う
一
方
に
は
﹁
小

林
多
喜
二
﹂﹁
伊
藤
左
千
夫
﹂﹁
×
×
﹂

と
作
家
の
名
前
が
５
つ
並
ん
で
い
る
、

両
者
を
正
し
く
線
で
結
び
な
さ
い
、

と
い
う
も
の
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

作
品
の
中
身
を
知
ら
な
く
て
も
満
点

を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
が
﹃
蟹
工
船
﹄
を
読
ん
だ
の
は
、

自
分
で
も
小
説
を
書
い
て
み
た
い
と

思
い
は
じ
め
た
20
年
ほ
ど
前
の
こ
と

で
す
。
学
生
時
代
に
購
入
し
た
も
の

の
、
途
中
で
投
げ
出
し
て
い
た
岩
波

文
庫
版
で
し
た
。
最
近
書
店
で
手
に

取
っ
た
﹃
蟹
工
船
・
党
生
活
者
﹄(

新

潮
文
庫)

は
、
活
字
も
大
き
く
読
み
や

す
そ
う
だ
っ
た
の
で
購
入
し
て
早
速

読
ん
で
み
ま
し
た
。

　

⋮
⋮
周
旋
屋(

現
代
の
労
働
者
派
遣

会
社)

に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
労
働

者
た
ち
。
待
っ
て
い
た
の
は
船
の
上

で
24
時
間
管
理
さ
れ
、
瑕
疵
も
な
い

の
に
命
す
ら
奪
わ
れ
る
過
酷
な
現
実
。

や
が
て
労
働
者
た
ち
は
命
を
守
る
た

め
に
連
帯
し
て
立
ち
上
が
る
⋮
⋮

　

多
喜
二
は
、
荒
れ
狂
う
冬
の
海
、
過

酷
な
労
働
を
、
映
画
を
見
て
い
る
よ

う
に
写
実
的
な
筆
致
で
描
い
て
い
ま

す
。
と
は
い
え
79
年
前
の
文
章
で
す
。

つ
い
て
い
け
な
く
て
途
中
で
投
げ
出

し
た
人
に
は
、﹃
マ
ン
ガ
蟹
工
船
﹄(

東

銀
座
出
版
社)

も

あ
り
ま
す
。﹁
30

分
で
読
め
る
⋮
大

学
生
の
た
め
の
﹂

と
い
う
こ
の
マ
ン

ガ
は
、
原
作
の
場

面
を
一
部
カ
ッ
ト

し
た
り
、
虐
殺
さ

れ
た
多
喜
二
の
通

夜
の
場
面
を
挿
入
し
た
り
と
い
う
作

為
も
効
果
的
で
、
蟹
工
船
ブ
ー
ム
に

一
役
買
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

さ
て
﹃
蟹
工
船
﹄
は
、
現
代
の
青

年
た
ち
に
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

小
樽
商
科
大
学(

小
林
多
喜
二
は
小

樽
商
科
大
学
の
前
身
小
樽
高
等
商
業

学
校
の
卒
業
生)

と
、
白
樺
文
学
館
多

喜
二
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
が
２
０
０
７
年

に
実
施
し
た
﹁
蟹
工
船
﹂
エ
ッ
セ
イ

コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
作
品
を
集
め
た

﹃
私
た
ち
は
い
か
に
﹁
蟹
工
船
﹂
を
読

ん
だ
か
﹄(

発
行=

白
樺
文
学
館
多
喜

二
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
発
売=

(

株)

遊

行
社)

を
読
む
と
、
多
く
の
青
年
が
、

﹁
蟹
工
船
﹂
の
無
権
利
な
労
働
者
た
ち

の
境
遇
に
、
現
在
の
自
分
の
境
遇
を

重
ね
合
わ
せ
て
読
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
準
大
賞
に
選
ば
れ
た
14
歳
の
中
学

生
は
、﹃
蟹
工
船
﹄
を
読
ん
だ
感
想
と

し
て
、
も
っ
と
勉
強
し
て
﹁
世
の
中

の
出
来
事
を
鳥
瞰
図
で
見
れ
る
よ
う

に
な
﹂
り
た
い
と
、
初
々
し
い
決
意

『蟹工船』（1929、戦旗社、
日本近代文学館復刻版）

『蟹工船・党生活者』（2008、
新潮文庫）

『マンガ蟹工船』（藤生ゴオ
作画、2006、東銀座出版社）

『私たちはいかに「蟹工船」を
読んだか』（白樺文学館多喜二
ライブラリー、2008、遊行社）
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ある団塊世代の読書ノート (5)　　　　柴田敏之
を
書
い
て
い
ま
す
。

　

続
い
て
、
と
り
あ
え
ず
多
喜
二
の

他
の
作
品
を
も
っ
と
読
ん
で
み
た
い
、

と
い
う
人
に
は
、
短
篇
や
評
論
を
新

書
版
サ
イ
ズ
に
ま
と
め
た
﹃
小
林
多

喜
二
名
作
集
﹁
近
代
日
本
の
貧
困
﹂﹄

(

祥
伝
社
新
書)
が
あ
り
ま
す
。

　

多
喜
二
が
残
し
た
作
品
の
文
学
的

評
価
に
つ
い
て
は
﹃
小
林
多
喜
二 

時

代
へ
の
挑
戦
﹄(

不
破
哲
三
著
、
新
日

本
出
版
社)

が
あ
り
ま
す
。
著
者
は
元

日
本
共
産
党
委
員
長
で
す
が
、
こ
の

本
で
は
文
学
者
と
し
て
の
多
喜
二
の

成
長
を
跡
づ
け
て
い
ま
す
。

　

晩
年(

と
い
っ
て
も
ま
だ
20
代)

の
、
い
ず
れ
も
続
編
を
予
告
し
な
が

ら
未
完
に
終
わ
っ
た
３
つ
の
中
編
小

説
、﹁
沼
尻
村
﹂﹁
党
生
活
者
﹂﹁
地
区

の
人
々
﹂
そ
れ
ぞ
れ
が
、
多
喜
二
が

日
記
や
親
し
い
人
へ
の
手
紙
で
抱
負

を
語
っ
て
い
た
幻
の
大
長
編
小
説
の

一
部
分
だ
っ
た
、
と
い
う
推
理
を
語
っ

て
い
ま
す
。

　

作
品
と
と
も
に
、
多
喜
二
の
生
き

方
に
関
心
の
あ
る
人
に
は
伝
記
﹃
小

林
多
喜
二
﹄(

手
塚

英
孝
著
、
新
日
本

出
版
社)

が
お
勧

め
で
す
。
著
者
の

手
塚
は
多
喜
二
よ

り
３
歳
若
く
、
治

安
維
持
法
下
で
と

も
に
た
た
か
い
ま

し
た
。
所
持
す
る

だ
け
で
危
険
だ
っ
た
多
喜
二
の
原
稿

を
戦
後
ま
で
ま
も
り
抜
き
、
戦
後
も
、

伏
せ
字(

作
品
中
の
×
×
等)

だ
ら
け

の
戦
前
の
書
物
か
ら
、
伏
せ
字
を
再

現
す
る
作
業
を
丹
念
に
続
け
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
今
日
、﹃
小
林
多
喜
二

全
集
﹄(

全
７
巻
、
新
日
本
出
版
社)

が
存
在
す
る
の
も
手
塚
の
お
か
げ
で

す
。

　

多
喜
二
は
自
分
の
作
品
の
中
に
│

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
っ
て
も
│
随
所

に
自
分
の
体
験
を
ち
り
ば
め
て
い
ま

し
た
。
手
塚
は
そ
れ
ら
を
拾
い
集
め
、

伝
記
の
中
で
彼
自
身
に
語
ら
せ
て
い

ま
す
。

　

手
塚
英
孝
自
身
は
寡
作
な
人
で
し

た
が
、
小
説
﹁
落
ち
葉
を
ま

く
庭
﹂
な
ど
の
作
品
が
あ
り

ま
す
。

　

多
喜
二
の
生
き
方
と
と
も

に
、
彼
が
生
き
た
時
代
を
も
っ

と
知
り
た
い
と
い
う
方
に
は
、

﹃
小
林
多
喜
二
と
そ
の
盟
友
た

ち
﹄(

藤
田
廣
登
著
、
学
習

の
友
社)

が
あ
り
ま
す
。
社

会
の
矛
盾
を
自
覚
し
て
以
降
、

治
安
維
持
法
下
の
小
樽
・
東

京
で
は
、
仲
間
や
支
援
者
が
い
ま
し

た
。
こ
の
中
で
は
恋
人
・
田
口
タ
キ
や
、

結
婚
し
た
伊
藤
ふ
じ
子
も
描
か
れ
て

い
ま
す
。

　

異
色
な
作
家
も
多
喜
二
に
つ
い
て

の
小
説
を
書

い
て
い
ま
す
。

母
、

小

林

セ

キ(

１
８
７
３

～
１
９
６
１)

に
多
喜
二
を

回
想
さ
せ
る

と
い
う
小
説

﹃
母
﹄(

三
浦

『小林多喜二名作集「近代日本
の貧困」』（2008、祥伝社新書）

綾
子
著
、
角
川
書
店)

で
す
。

　

十
数
年
前
、
劇
団
前
進
座
が
、
こ

の
本
を
原
作
に
同
名
の
芝
居
を
全
国

で
上
演
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
わ

た
し
は
観
劇
を
き
っ
か
け
に
原
作
本

を
読
ん
で
み
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
本
か
ら
、
人
間
・
小
林

多
喜
二
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

前
回
は
﹁
戦
争
に
つ
い
て
知
る
本
﹂

で
し
た
。
が
、
紹
介
し
た
い
本
は
、

ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
次
回

は<

続>

戦
争
に
つ
い
て
知
る
本
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

『小林多喜二』（手塚英孝著、
2008、新日本出版社）

『小林多喜二 時代への挑戦』（不
破哲三著、2008、新日本出版社）

『小林多喜二とその盟友たち』
（藤田廣登著、2007、学習の友社）

『 母 』（ 三 浦 綾 子 著、
1992、角川書店）
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か

け

は

10

月

 

号

の

感

想

事
故
米
は
焼
却
し
た
ら

★
ニ
ュ
ー
ス
に
一
喝
の
中
の
、
事
故

米
問
題
に
つ
い
て
の
記
事
が
印
象
に

残
り
ま
し
た
。
事
故
米
は
輸
出
国
に

返
品
す
る
の
が
世
間
一
般
の
主
張
で

あ
り
、
今
後
は
そ
の
よ
う
に
す
る
方

向
で
進
ん
で
い
る
よ
う
で
す
が
、
そ

の
費
用
は
ど
こ
が
負
担
す
る
の
か
と

い
う
こ
と
が
気
に
か
か
り
ま
し
た
。

石
油
高
騰
問
題
に
よ
り
、
返
品
費
用

は
以
前
よ
り
も
遥
か
に
高
く
つ
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
、

輸
出
国
側
が
費
用
負
担
に
必
死
に
抵

抗
し
、
事
故
米
対
策
の
た
め
の
制
度

設
計
が
困
難
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
譲
歩
し
て
、
日
本
側
が

費
用
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ら
、

今
度
は
国
民
の
方
が
納
得
し
な
い
で

し
ょ
う
。
し
た
が
っ
て
、
事
故
米
は

返
品
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
焼
却
処

分
し
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

︻
Ｍ
Ｙ
︼

ゾ
ウ
ム
シ
は
マ
ニ
ア
ッ
ク
で
面
白
い

★
ゾ
ウ
ム
シ
特
集
が
マ
ニ
ア
ッ
ク
で

面
白
か
っ
た
で
す
。　

   

︻
か
ま
せ

dog
︼

今
月
は
興
味
が
な
か
っ
た

★
あ
ま
り
興
味
の
な
い
特
集
で
残
念

で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

︻
ペ
コ
︼

身
体
を
動
か
そ
う

★
ラ
ン
ニ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
読
ん
で
、

走
り
た
く
な
っ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、

体
を
動
か
そ
う
。　
　
　

︻
い
も
け
ん
︼

参
加
人
数
を
増
や
す
告
知
を

★
エ
ッ
セ
イ
の
コ
ン
ク
ー
ル
やD

V
D

上
映
会
な
ど
、
参
加
人
数
が
非
常
に

少
な
く
て
残
念
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

多
く
の
人
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
告
知
が
で
き
た
ら
い
い
の
で
は

と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　

︻
ち
ゃ
こ
︼

い
ろ
ん
な
活
動
を
し
て
る
ん
だ

★
﹁
か
け
は
し
﹂
を
読
ん
で
、
生
協

は
僕
ら
の
気
づ
い
て
い
な
い
と
こ
ろ

で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
る
の

だ
な
ぁ
、
と
思
っ
た
。　

︻
み
な
て
ぃ
︼

新
聞
よ
り
も
読
み
や
す
い

★
僕
は
﹃
ニ
ュ
ー
ス
に
一
喝
！
﹄
の

コ
ー
ナ
ー
が
、
い
ま
世
間
で
騒
が
れ

て
い
る
話
題
に
つ
い
て
、
新
聞
よ
り

も
読
み
や
す
く
書
い
て
あ
っ
て
良

か
っ
た
で
す
。
他
に
も
、﹃
魔
言
﹄
の

コ
ー
ナ
ー
の
達
人
の
言
葉
が
、
読
ん

で
い
て
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

︻
Ｓ
Ｒ
Ｗ
︼

ニ
ュ
ー
ス
に
…
」
は
た
め
に
な
る

★
初
め
て
教
職
員
・
院
生
版
生
協
だ

よ
り
を
読
ま
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
映
画
上
映
会
や
、
様
々
な
企
画

は
教
職
員
だ
け
が
参
加
で
き
る
の
で

す
よ
ね
？
と
て
も
う
ら
や
ま
し
い
で

す
。
興
味
を
持
っ
た
記
事
は
ニ
ュ
ー

ス
に
一
喝!

で
す
。
テ
レ
ビ
で
の
報

道
に
よ
っ
て
情
報
は
知
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
に
ど
ん
な
意
味
が
あ
り
、
自
分

た
ち
の
生
活
に
ど
ん
な
影
響
が
あ
る

の
か
は
な
か
な
か
わ
か
り
に
く
い
も

の
。
一
人
暮
ら
し
で
新
聞
も
と
っ
て

い
な
い
の
で
社
説
も
読
め
ず
に
い
た

の
で
、
そ
の
か
わ
り
と
な
る
よ
う
な

た
め
に
な
る
記
事
で
し
た
。

︻
カ
ツ
ゲ
ン
︼

▼
教
職
員
委
員
会
の
企
画
は
参
加
制
限
を

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
生
協
の
組
合
員
で

あ
れ
ば
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

︻
皆
川
教
職
員
委
員
長
︼

マ
ル
セ
パ
ン
残
念
！

★
マ
ル
セ
パ
ン
の
取
り
扱
い
が
な
く

な
っ
た
の
は
、
残
念
で
す
。
復
活
を

望
み
ま
す
。
今
月
の
ク
イ
ズ
は
簡
単

す
ぎ
た
と
思
い
ま
す
。
問
題
が
簡
単

な
時
は
、
ヒ
ン
ト
は
要
ら
な
い
の
で

は
？　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

︻
Ｙ
︼

ク
イ
ズ
が
簡
単
！

★
ク
イ
ズ
が
簡
単
で
し
た
。
も
う
少

し
難
し
く
て
も
い
い
で
す
。︻
あ
っ
こ
︼

「
知
ら
な
い
情
報
が
多
か
っ
た

★
は
じ
め
て
ち
ゃ
ん
と
読
み
ま
し
た
。

身
近
な
話
題
、
知
ら
な
か
っ
た
イ
ベ

ン
ト
情
報
が
多
く
面
白
か
っ
た
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

︻
ち
ゅ
ん
︼

国
民
が
や
か
ま
し
い
に
共
感

★
﹁
ニ
ュ
ー
ス
に
一
喝
﹂
の
﹁
国
民

が
や
か
ま
し
い
﹂
に
共
感
し
ま
し
た

︻
バ
ウ
ア
ー
︼

魔
言
の
難
聴
は
そ
の
通
り

★
魔
言
の
難
聴
の
コ
ー
ナ
ー
は
そ
の

通
り
だ
と
思
い
ま
し
た
。︻
ロ
ス
ビ
ー
︼

ノ
ー
ベ
ル
賞
を
記
事
に
し
て

★
ま
だ
図
書
カ
ー
ド
が
届
い
て
お
り

ま
せ
ん
。
名
古
屋
大
学
関
係
者
の
方

が
３
名
も
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
と
ら
れ
た

こ
と
は
、
ぜ
ひ
記
事
に
し
て
ほ
し
い

で
す
！　

理
学
部
出
身
な
の
で
う
れ

し
い
限
り
で
す
。　
　
　
　
　

︻
ち
ま
︼

環
境
と
省
エ
ネ
に

★
ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
高
騰(

ニ
ュ
ー
ス

に
一
喝
の
記
事)

に
は
僕
も
少
な
か
ら

ず
悩
ま
さ
れ
て
い
て
、
遠
出
や
車
を

使
う
機
会
を
減
ら
し
た
り
と
苦
労
は

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
こ
の
ガ
ソ
リ

ン
高
に
よ
っ
て
み
ん
な
が
環
境
、
省

エ
ネ
に
関
心
を
も
ち
始
め
た
の
も
確

か
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。︻B

O
B

︼
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し

の

輪

意

見

と

　

通　

信　

気
さ
く
で
親
切
理
系
シ
ョ
ッ
プ

★
理
系
シ
ョ
ッ
プ
の
お
ば
ち
ゃ
ん
た

ち
は
み
ん
な
気
さ
く
で
親
切
で
、
お

買
い
物
が
と
っ
て
も
気
持
ち
い
い
で

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

︻
ち
ゅ
ん
︼

お
す
す
め
情
報
を

★
生
協
の
お
す
す
め
情
報
を
も
っ
と

載
せ
て
く
だ
さ
い
。　
　
　

︻
あ
っ
こ
︼

値
上
が
り
商
品
情
報
を

★
で
き
れ
ば
、
今
後
値
上
が
り
し
そ

う
な
商
品
の
リ
ス
ト
を
作
っ
て
ほ
し

い
で
す
。
買
い
だ
め
で
き
る
の
で...

。

︻
Ｍ
Ｙ
︼

お
す
す
め
メ
ニ
ュ
ー
情
報
を

★
生
協
食
堂
の
オ
ス
ス
メ
メ
ニ
ュ
ー

特
集
的
な
記
事
が
ほ
し
い
で
す
。

︻
か
ま
せd

o
g

︼

研
究
室
の
研
究
を
記
事
に
し
て

★
農
学
部
の
研
究
を
記
事
に
し
て
ほ

し
い
で
す
。　
　
　
　
　
　
　

︻
ペ
コ
︼

心
和
む
よ
う
な
記
事
も

★
な
ん
と
な
く
読
ん
で
て
心
苦
し
く

な
る
よ
う
な
記
事
が
多
か
っ
た
気
が

し
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
記
事
も
も
ち

ろ
ん
大
切
で
す
が
、
心
和
む
よ
う
な

記
事
が
増
え
た
ら
良
い
と
思
い
ま
す
。

︻
ち
ゃ
こ
︼

ト
イ
レ
が
な
ん
だ
か
土
臭
い

★
理
カ
フ
ェ
の
下
に
あ
る
ト
イ
レ
が

な
ん
だ
か
土
臭
い
気
が
す
る
の
は
僕

だ
け
で
し
ょ
う
か
？　

   

︻
み
な
て
ぃ
︼

レ
ジ
袋
有
料
化
情
報
を

★
一
度
、
生
協
の
レ
ジ
袋
有
料
化
に

つ
い
て
の
詳
し
い
情
報
を
載
せ
る
と

い
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　

︻
Ｓ
Ｒ
Ｗ
︼

「
か
け
は
し
」
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ

い
！

︻
い
も
け
ん
︼

お
店
で
値
上
が
り
状
況
が
違
う
？

★
学
食
の
場
所
に
よ
っ
て
同
じ
よ
う

な
メ
ニ
ュ
ー
が
値
上
が
り
に
な
っ
て

た
り
な
っ
て
な
か
っ
た
り
・
・
・
ど

こ
が
ど
う
違
う
の
か
、
紙
面
な
ど
で

お
知
ら
せ
を
だ
し
て
欲
し
い
な
、
と

思
い
ま
す
。　
　
　
　
　

︻
カ
ツ
ゲ
ン
︼

Ｐ
カ
ー
ド
は
通
年
プ
レ
ミ
ア
を 

★
生
協
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
は
、

５
０
０
０
円
以
上
な
ら
通
年
プ
レ
ミ

ア
を
つ
け
て
ほ
し
い
。　

︻
ロ
ス
ビ
ー
︼

気
持
ち
よ
い
秋
が
続
い
て
ほ
し
い

★
ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
高
騰
に
よ
り
、

自
転
車
で
の
移
動
頻
度
を
増
や
し
て

お
り
ま
す
。
車
で
は
通
れ
な
い
川
沿

い
の
道
を
走
っ
て
い
ま
す
の
で
す
が
、

ス
ス
キ
や
虫
の
鳴
き
声
が
あ
ち
こ
ち

に...

。
し
ば
ら
く
こ
の
気
持
ち
い
い

秋
が
続
い
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

︻
ち
ま
︼

広
く
知
名
度
を
上
げ
る
た
め
に

★
こ
の
か
け
は
し
を
も
っ
と
広
く
知

名
度
を
上
げ
る
た
め
に
も
、
宣
伝
、

広
告
を
し
て
い
く
と
よ
い
と
思
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

︻
Ｂ
Ｏ
Ｂ
︼

ゾ
ウ
ム
シ
見
に
行
こ
う
か
な

★
ゾ
ウ
ム
シ
の
お
話
は
と
て
も
お
も

し
ろ
か
っ
た
で
す
。
実
際
に
見
に
行

こ
う
と
思
い
ま
し
た
。︻
タ
ッ
チ
河
崎
︼

日
本
茶
の
グ
レ
ー
ド
を
up
し
て

★
北
部
生
協
で
す
が
、
改
装
し
て
広

く
明
る
く
な
っ
た
の
で
、
と
て
も
気

持
ち
よ
く
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
た
だ
、
広
さ
に
対
し
て
商

品
の
種
類
が
若
干
少
な
い
の
で
は
、

と
感
じ
て
い
ま
す
。
特
に
日
用
雑
貨

品
は
、
も
う
少
し
色
々
選
べ
た
ら
と

思
い
ま
す
。(

個
人
的
に
は
日
本
茶
を

も
う
少
し
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
た
も

の
を
置
い
て
欲
し
い
で
す
。
全
種
類

試
し
ま
し
た
が
、
自
分
が
飲
む
に
は

十
分
な
の
で
す
が
、
先
生
方
に
お
出

し
す
る
に
は
ち
ょ
っ
と
・
・
・
と
い

う
味
の
も
の
ば
か
り
の
よ
う
な
気
が

し
ま
し
た
。)　
　
　
　
　
　
　

︻
Mi
︼

違
和
感
感
じ
な
い
？

★
最
近
驚
い
た
こ
と
。
平
成
生
ま
れ

の
新
入
生
が
掲
示
板
に
﹁
ぁ
り
が

と
ぉ
﹂
や
﹁
わ
た
し
ゎ
﹂
な
ど
と
言
っ

た
変
に
小
さ
い
文
字(

？)

を
使
用
し

て
い
る
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
て
い
ま

す
。
こ
の
文
字
に
違
和
感
を
感
じ
る

私
は
、
も
う
年
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　

︻
ち
ま
︼

立
ち
寄
る
こ
と
も
ま
ま
な
ら
ず

★
か
つ
て
の
北
部
生
協
書
籍
コ
ー

ナ
ー
に
置
い
て
あ
っ
た
本
の
種
類
は
、

南
部
に
揃
え
て
あ
る
本
の
そ
れ
と
は

違
う
と
い
う
点
で
印
象
的
だ
っ
た
の

で
す
が
、
書
籍
の
場
所
が
移
っ
て
し

ま
い
立
ち
寄
る
こ
と
も
ま
ま
な
ら
ず

残
念
で
す
。　
　
　
　
　

︻
ひ
つ
じ
組
︼

人
気
ラ
ン
キ
ン
グ
を

★
食
堂
の
人
気
ラ
ン
キ
ン
グ
と
か
人

気
メ
ニ
ュ
ー
ラ
ン
キ
ン
グ
と
か
乗
っ

て
る
と
も
っ
と
面
白
く
な
る
と
思
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

︻
山
口
統
平
︼
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怪我と1500ｍ
10月 19日　会場：瑞穂北陸上競技場

名古屋支部陸上競技選手権 (1500m)
記録 4′ 56″ 63(PB)9 組 12レーン7位

全学技術センター　伊藤　耕

ランニングノート (2)

　10 月は当初の予定では、駅伝強化長距離

競技会 (5000m)、名古屋支部陸上競技選手権

(5000m・1500m) の 3 レースに出場予定でした

が、疲労の蓄積による腰のだるさと、左踵の痛

みのため、一番狙って記録を出したい名古屋支

部陸上競技選手権の 1500m に集中するためほ

かの 2 レースは棄権して 1500m 一本に集中す

ることにしました。というのもこれまでのパー

ソナルベスト 5′ 06 は高校の体育の授業で出し

たもの。そんな記録をいつまでも敗れないよう

ではこれから先が思いやられます。ということ

でなんとしても 5′ 06 は破りたい。できれば 5

分を切りたいという思いでした。

１．怪我との戦い編
　今回久しぶりに病院というところに行きまし

た。駅伝強化長距離競技会を棄権して、高校時

代の担任 ( 私は帰宅部でしたが陸上部の顧問で

した ) に相談したところ病院行ったほうがよい

ということなので「名古屋スポーツクリニック」

にいってきました。

　腰のだるさに関してはだんだん改善されてき

ている気がしたので、今回は踵に関してのみ診

察を受けてきました。診断結果は、「先天的に踵

の骨が飛び出ていること、アーチが低いことが

原因のダメージの蓄積による足底腱膜の付け根

の炎症」だそうです。土日の連戦はやめたほう

が良いのではないかというアドバイスだったの

で今回は 1500m に専念することにしました。

２．運動会編
　なんとか 10 月 19 日名古屋支部陸上競技選手

権を迎えることができました。当日は朝から快

晴。運動会日和ですなあ。今回の目

標は 5 分切りなので、前日のイメー

ジトレーニングで、「1 週目 /56 秒、

2 週目 /2′ 15、3 週目 3′ 38、ゴー

ル /4′ 58」でまわるイメージをし

てきました。

　さて、プログラムを見ると母校の

後輩君 ( 当然面識ナシ ) が 2 人もい

るではありませんか。これは負けら

れん ! と思いながらスタートを待ち

ます。ただこの待たされる時間の流れの

なんと遅いことか。その間緊張しっぱな

しです。とはいえ普通に家と職場を往復

する生活ではこんな気持ちは味わえませ

ん。定期的にこんな心地よい緊張感の中

にいられるというのは楽しくもありま

す。

　筋肉のアップをしてストレッチをし

て、ダッシュ、レースペースを想定して

の流しなどで心臓のアップをしながら

スタートを待ちます。いよいよ 9 組の選手が

呼ばれ、ようやくスタートです。「位置につい

て」・・・・・・。あれ ?　係員に「動かないでね。

一旦後ろまで戻ってください」といわれました。

そう、1500 メートルとはいえスタート前は静

止しなければいけません。緊張でプルプルして

いるのがばれたかな・・・・・

　今回の 12 レーンはまっすぐ出ればそのまま

バックストレートという位置で、そのつもりで

いました。が、はじめの 5 歩で流れに乗れず、

挟まれてしまったので、図 1 のような位置取り

でレースを進めることにしました。もうここま

で来ると緊張感はありません。冷静に、ポケッ

トされないような位置取りで、イメージトレー

ニング同様のラップでまわることに集中できて

いて自分なりに上手くレースを運べたと思いま

す。スタート直後は中段あたりからレースを進

め、3 週目に差し掛かるあたりで後輩君のうち

の一人を抜いて、これで同組の後輩二人には勝

てそうだ。と思ったのがいけませんでした。ラ

スト 70 メートルに 3 週目で一度は抜いた後輩

君に足音聞こえないところから抜かれ、切り替

える暇がありませんでした。無念 !

　とはいえ昨年のこのレースでは 3 週目から

まったく足が動かず。ラスト 800m で 2 分 52

秒もかかってしまうという失敗レースでしたが

今回は 3 週目に結構余裕を持って入れたこと、

前日までの調整も今年一番ではないかというコ

ンディションで、結果も 5 分を切ることができ

て、95 点くらいの満足度のレースでした。残

りの 5 点は最後に抜かれた後輩君の分と 3 周目

のラップが 82″かかってしまった点です。

３コーナ ２コーナ

●の位置でレースを進めたい。動きの取りづらい△の位置は避けたい

図１
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○氏　名　　　　　　　　　　　組合員証番号　　　　　　　　　

○所　属　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（教職員・院生）

○連絡先　　　　　　　　　　　　内線　　　　　　　　　

○誌上匿名希望の方はペンネーム　　　　　　　　　　　　

名大生協

　「かけはし」編集委員会行

山 折 り

山 折 り

研究科
学部
ｾﾝﾀｰ

専攻・課
学科・掛

学 内 便
NAGOYA

番号　　　氏　　名　　　　　　所　　　属　　　　　   年齢　 内  線 　 組合員証番号

①生協りんごの産地見学【11月 22日（土）】
②音としゃべりの金曜サロン「ジャズライブ」【12月 5日 ( 金 )】

③ピースムービー「蟹工船」【12月 18日（木）】

参加申込用紙

※①の申し込みには保険加入の関係で年齢が必要ですので必ずご記入ください。
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アンケートに
ご協力願います。

第　２80　号

クイズのこたえ　　　　　　　　　

☆今月号を読ん
での感想

☆記事にしてほしいこと。生協へのご
意見やみなさんからの通信をぜひ。

COOPクイズへの応募、アンケートの回答は、http://kyoshoku.coop.nagoya-u.ac.jp
/kakehashi/answer.html  から送信できます。また、e-mail: kyoshoku-c@coop.
nagoya-u.ac.jp でも受け付けます。必要事項をもれなく記入してください。
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CO-OP QUIZ

第
２
７
９
号
の
当
選
者

・
応
募
総
数　

‥
‥
15
人

・
正
解
者
数　

‥
‥
15
人

・
当
選
者　
（
敬
称
略
）

浅
井　

揚
子
（
情
報
連
携
統
括
本
部
）

入
江　

将
嗣
（
工
学
部
）

池
田　
　

藍
（
農
学
部
）

中
嶋　
　

譲
（
生
命
農
学
研
究
科
）

袴
田　

真
穂
（
生
命
農
学
研
究
科
）

以
上
の
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を

お
送
り
し
ま
す
。

　

応
募
要
項　

○
締
め
切
り
は
12
月
17
日

○
発
表
は
本
誌
、
１
・
2
月
号

○
正
解
者
（
但
し
、
①
組
合
員

＝
当
選
後
ご
加
入
も
可
、
②

意
見
・
感
想
記
入
者
）
の
中

か
ら
、
抽
選
で
５
人
の
方
に

図
書
カ
ー
ド
を
さ
し
あ
げ
ま

す
。

○
生
協
へ
の
意
見
・
要
望
を
ど

し
ど
し
お
寄
せ
下
さ
い
。

CO-OP QUIZ N o . ２ ８ ０
2008月１1・12月号

　縦と横に書かれた数字にした
がってマスをうめていくと絵（ま
たは文字）が現れます。今回の問
題は情報推進課の浅井揚子さんか
ら提案いただいた問題です。それ
は何でしょう。　（ヒント＝来年の
名古屋大学といえば？）

***********************

　クイズが解けたらぜひ応募して
ください。クイズの嫌いな方は、
ご意見だけでも歓迎します。

***********************

　前回の正解は「ＷＩＮＥ」でした。解き方がま
だわからない方は、解答の絵の数字と黒マスの関
係をよく見てください。　

***********************

　あなたも Logic の問題を創作（出題）
してみませんか。問題の投稿も歓迎しま
す。手描きでもＯＫ。
　採用の方には図書カードを進呈。

前回の
問 題
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りんごの産直販売
　めいきん生協の産消提携・省農薬りんごで有名
な Fエース「サンふじ」の予約注文受け付けます。
ご注文は kyoshoku-c@coop.nagoya-u.ac.jp まで
お願いします。注文の締切は 12 月 5 日（金）と
なります。

冬の組合員交流企画のご案内

博士の愛した数式　
日時：12月10日（水）17:30 ～
場所 :カフェフロンテ日時 :12月11日（木）17:30 ～

場所　北部２Ｆゆ～どん
１人１回限り有効の前売り５００円チケット（約 15％ Off ）は、お酒
または缶ビール１本とおつまみ２品付きです。前売りチケット購入希望者は
kyoshoku-c@coop.nagoya-u.ac.jp にて受け付けています。

DVD上映会

赤ちょうちん

助け合い献血活動
日時 :12月9日（火）11:00 ～ 13:30
　　　　　　　　　　　　　　　14:30 ～ 16:30
場所 :VBL 前駐車場（北部生協前）
　輸血血液が不足する冬の時期に是非、あなたも
献血にご協力願います。

冬の組合員交流企画
語らいと交流の夕べ

赤ちょうちん
割引券 (全品 5%Off )
合計金額の 5%を端数 10円単位で割り引きます。

い つ :12 月 11日 ( 木 )17:30 ～ 19:30 ころ
どこで : 北部厚生会館 2Fゆ～どん
めにゅー : 缶ビール・お酒  　各 200円
　　　　　おつまみ（1品）　　　200円
　　　　（焼きそば、串カツ、唐揚げ、肉じゃがなど）

　　　　企画は名大生協教職員委員会

うたごえ喫茶
日時 :12月9日（火）17:30 ～
場所：ＩＢカフェ
場所：ＩＢカフェ
会費 : ５００円(軽食＋1ドリンク）
伴奏：キーボード、ギター等

仕事で疲れた心と身体・・思いっきり歌ってみませんか
昔なつかしい歌やフォークソングも含め、
うたごえ喫茶定番メニューを用意しています。
今話題の新しい歌も覚えましょう ( 歌唱指導します )
職員合唱団の演奏も準備しています。


